2 D 07 年がをモデル 


PMV 

DESKPOWER 


CE55XN, CE50X9, CE50XN 


FMV 巧巧ガイ 


♦2 章で説明している主な内容 



電源の入れ方/切り方 



音量調節 


B5FJ-4781-01 


(1 

(? 

(2 

a 


各部の名称と働き 


パソコンの巧り巧い 


周遇機器の 

設置/設定/増設 


お手入れ 


仕様-覧 



明るさ調節 無線 LAN 

(無線 LAN 搭載機種のみ) 


FU を SU 














ニュアルのご案内 



冊子のマニュアル 


スタートガイド （1 設置編2セットアップ編） 



スタ ーh 巧イド2 一. 

か卜，プ r. ぶ.じ,.I ■ 


使い始めるまでの準備はこれでバッチリ 

•『スタートガイド1設置編』 

♦『スタートガイド2セットアップ編』 


FMV 取扱ガイド 


FMV テレビ操作ガイド 



♦各部の名称と働き 
パソコンの取り扱い 
-電源の入れ方/切り方 
-音量の調節 
-輝度の調節など 
♦周辺機器の設置/設定/増設 
♦お手入れ 
♦仕様一覧 


テレビ IHW イド 

趣 

B#I5U 


テレビチューナー内蔵機種に添付 

•テレビについて 

-テレビの見かた 
-緑画のしかた 
-保存のしかた 

♦テレビなどに関ずる日 SlA 


トラブル解ミ夫ガイド 


ヴポート & ヴー ビスのご案内 


一 

♦7 イ U カバ'リ 

fmV 

な::: 

♦バックアップ 

■' 

••• 

♦トラブル解決 Q & A 

，か m -。 畑曲 

:ッ" 

•IJ カバ IJ (ご購入時の状態に戻ず） 

画国 
置 


♦廃棄-リサイクル 





♦ユーザー登録*特典 
♦AzbyClub のご案内 
♦困ったとさは 
♦故障かな？と思ったとさは 
♦お問い合わせ先 
♦操作指導サービス 
♦お問い合わせ票/修理依頼票 



この他にも、マニュアルや重要なお知5せなどの紙、冊子類びあります。 


画面で見るマニユアル 


説明している主な内容 

♦パソコンの基本 
♦セキュ U ティ巧策 
参インター ネット /E メール 
♦ FMV 使いこなし事例集 
♦パソコン本体の取り扱い 
♦周辺機器の接続 
♦添付ソフトウェアー覧 
♦困ったとさの日 &A 

※この他にも、役に立つ情報が 
盛りだくさんです。 


を ) 


テクニカルコミュニケーター協会び定める 
「画面で見るマニュアル標準マーク」です。 


巧 PMV 

面面でちるマニユアル 


L' 写をがを。 . ぁ弓ぉさ巧ぶ 

な堂こ心咕| 


I … 1 " —• f 1 
… MW 

■-け I 


:ごごた’" 


■けか■一三- 


A 。*'*。,ゎ ■ A 

I ri— ■ I ^ yTtoz^MHas^T? vVV 

■- A か I wx なか巧 

apL む •?. SS t<i-—1—■Kgfcfc 、ジ 




画面で見るマニュアルの始め方 

スタート）一「すべてのプ□グラム」 
の順にクリック 


「 FMV 画面で見るマニュアル」 





















































































参照の探し方 


r A 

冊子のマニュアルの本文内に、夕 P 「****** (文書番号）」とある 
場合は、『画面で見るマニュアル』で検索してご覧ください。 


t 

胃文書番号： 》 p の横にある巨巧の数字 

▼ Windows の面面について ^ 

^『画面で見るマニュアル』 》0「92OC 

一 「Windows の画面と各部の名称」 

V 

)10」で検索 

イ 

f 



文書を号（巨巧の数字）を入力して 
r 巧索する J をク U ック 


ア J レバーシ3ン情拓ッ1.( 21 


樣ホずる 



を ) fmV 

画面で見るマニュアル 


〇文書を号（巨柄の数字）を入力 
〇 r 巧索する J をク y ツク 



文書番号の内客び表巧 



旧巧」、「検索」、「索引」など、 
他にもいろいろな探し方びあり 
ます。 

『画面で見るマニュアル』につ 
いて詳しくは、画面ち上の0 
をク U ックしてください。 































































目次 


第2宣パソコンの取り扱い 

1電源を入れる/切る... . 

接続を確認する ... 

電搞を八れる . 

電源を切る . 

パソコンを待機状態にする/復帰させる . 

2音量を調節する . 

3画面の明るをを調節ずる . 

4ワンタッチボタンを使5 . 

5 CD/DVD を使う .. 

この) くソコンで使えるディスク/使えないディスク 
ディスクをパソコンにセットする/取り出す .... 

6 メモリーカードを使ラ . 

X モ U —力ードをお使いになるうえでのを意 .... 

使えるXモ U- 力ード . 

メモ U —カードをセットする/取り出す . 

7マウスを使う . 

光学式マウスについて... ... 

8 LAN (有線 LAN) 機能を使う . 

このパソコンの LAN 機能 . 

インターネットを使うときの接続例 . 

LAN (有線 LAN) をお使いになる場含 . 

9無線 LAN 機能を使う . 

無線 LAN 搭載機種のみ 

このパソコンの無線 LAN 機能 . 

インターネットを使うときの接続例 . 

無線 LAN をお使いになる場含 . 

10 FeHCa ポートを使う . 

FeHCa とは？ . 

このパソコンででさること . 

FeHCa ポートを使う . 

「かざしてナビ」のポー U ング動作について .... 

力ードホルダーを使う . 

お使いになるうえでのごを意 . 

故障かな？と思ったら . 

第3宣周辺機巧の設置/設定/増設 

1周辺機器をおほいになる場を . 

周辺機器とは？ . 

周辺機器を取り付けると . 

周辺機器を取り付けるには . 

周辺機器の取り扱い上のを意 . 

2本巧カバーを取日かす/取0付ける . 

本体カバーを取り外す . 


2 ^ 胃 #:?; f ァ う !^ 011 f?? ニュァル ►► この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 


安全にお使いいただくために. 
このマニュアルの表記について 


を面面面部 

衝巧巧ホ巧 
と本本本本ド 
it ンンンン- 
な n n n n ボ 

M ソソソソ- 
ヴ f f f f f 

np I# I# I# 1/ ^ 
立 p _ 

s 12345 

章 

1 

第 


4 4 


0 13 4 
1111 


667913456693345 

111122222223333 


9 9 0 0 0 1 
3 3 4 4 4 4 


2 22344457889 2223356 
4 44444444444 5555555 


















































本体カバーを取り付ける . 

3 メモリの増設/交換 . 

メモ U の取り付け場所 . 

必要なものを用意する . 

；><モ U の組み含わせ表 . 

；><モ U の取り扱い上のを意 . 

；><モ U を増やす . 

;><モリ容量を確認する . 

第4宣お手入れ 

1 FMV のお手入れ . 

パソコン本体および添付品のお手入れ . 

液晶ディスプレイのお手入れ . 

液晶ディスプレイび添付されている機種のみ 

CD / DVD ドライブのお手入れ . 

パソコン本体内部や通風孔のお手入れ . 

第5宣仕様一覽 

1パソコン本巧の化様 . 

仕様一覧のを記について . 

2その他の仕様 . 

LCD 内蔵スピーカー . 

LAN 機能 . 

PS /2 キーボード（ワンタッチボタン付、10已キー) 

横スク□ール機能付 US 目マウス（光学式） . 

FeliCa ポート . 

索引 . 
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安をにお使いいただ < ために 


このマニュアルには、本製品を安全に正し<お使いいただ<ための重要な情報び記載されています。 
本製品をお使いになる前に、このマニュアルを熟読してください。特に、0『安むしてお使いいただく 
ために』の「ま全上のごま意」をよくお読みになり、理解された5えで本製品をお使い<ださい。 
また、このマニュアルは、本製品の使用中にいつでちご覧になれるよ5大切にイ呆曽してください。 


このマニュアルの表記について 


画面例およびイラストについて 


表記されている画面およびイラストは一例です。お使いの機種によって、画面およびイラストび若干 
異なることびあ D ます。また、このマニュアルに表記されているイラストは説明の都合上、本来接続 
されているケーブル類を省略していることびあります。 

ま全にお使いいただ<ための給記号について 

このマニュアルでは、いろいろな絵表示を使っています。これは本製品をま全に正しくお使いいただ 
を、あなたや他の人々に加えられるおそれのあるち害や損害を、未然に防止するための目印となるち 
のです。その表示と意味はなのよ5になっています。内容をよくご理解のラえ、お読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t する可能性または重傷を負ラ巧 
能性があることを示しています。 

A を意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負う可能性があること、およ 
び物的損害のみび発生する可能性びあることを示しています。 


また、危害や損害の内容びどのよ5なちのかを示すために、上記の絵表示と同時になの記号を使って 
います。 


A 

A で示した記号は、警告•を意を促す内容であることを告げるちのです。記号の中やその 
脇には、具体的な警告内容び示されています。 

0 

&で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるちのです。記号 
の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。 

〇 

•で示した記号は、必ず従っていただ<内容であることを告げるちのです。記号の中やそ 
の脇には、具体的な指示内容が示されています。 


4 でり iH 貴导ュ g ァうレュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 














本义中の記号について 


本文中に記載されている記号には、なのよラな意味びあります。 


巧重要 

お使いになるとさにミち意していただをたいことや、してはいけないことを記述していま 
す。必ずお読みください。 

P POINT 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 


参照先を記述しています。 

資國 

参照していただをたいマニュアルを記述しています。 

D 

冊テのマニュアルを表しています。 

皆 

画面で見るマニュアルを表しています。 

(起動方法について、このマニュアルの巻頭でご案内しています。） 

@ 

CD - ROM / DVD - ROM を表してし'!ます。 


製品の巧び方について 


このマニュアルでは製品名称などを、なのよラに略して表記しています。 


製品名称 

このマニュアルでの表記 

Windows Vista ® Ultimate 

Windows または 

Windows Vista または 

Windows Vista Ultimate 

Windows Vista ® Home Premium 

Windows または 

Windows Vista または 

Windows Vista Home Premium 

Windows ® Internet Explorer ® 7 

Internet Explorer 

情報処理機器の省エネルギー化推進に関する法律 

省エネ法 

スーバーマルチドライブ 

CD / DVD ド'ライブ 

PS /2 キーボード（ワンタッチボタン付、10已キー） 

キーボードまたは PS /2 キーボード 

横スク□ール機能付 US 目マウス（光学式） 

マウスまたは US 目マウス 

FMV 画面で見るマニュアル V 1 .2 

画面で見るマニュアル 

xD-Picture Card ™、 xD - ピクチャーカード 

xD - ピクチャーカード 
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商標および著作権について 


Microsoft 、 Windows、Windows Vista 、 Aero、Internet Explorer は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商 
標または商標でず。 

インテル、 Intel 、およびインテル Core は、アメリカ合巧国およびその他の国における Intel Cor 阳 ration またはそのテを社の登録商標または商標でず。 
SD □ゴおよび SDHC □ゴは 、 SD ASSOCIATION の商標でず。 

r メモリースティック J 、 「メモリースティック PRO 」、 「メモリースティック DuoJ 、 「メモリースティック PRO Duo 」、 「マジックゲート J 、 。お 
よび FeliC 日は、ソニー巧式を社:の商標または登録商標でず。 

Edy (エディ）は、ビットワレット株式を社び菅理するプリペイド型電子マネーヴービスのブランドです。 
eUO は、株式会社ソニーファイナンスインターナショナルの登録商標でず。 

「かざしてナビ J は、株式をなジャストシステムの登録商標です。 

「シンプル□グオン J 、 「かざしてナビ_!、「かんたん登録 2 J は、株式会社ジャストシステムの著作物でちり、著作権、その他の権利は株式会社ジャスト 
システムおよび各権利ちに帰属しまず。 

FeliCa プラットフォームマークは. FeliCa ネットワークス株式をなの商標でず。 

ぶ£> xD-Picture Card ™. xD- ピクチャーカード™は冨±写真フイルム株式会社の商標です。 

NVIDIA , NVIDIA GeFoixe は 、 NVIDIA Corporation の登録商標でず。 

その化の宮製品をは、宮社の商標、または登録商標でず。 

その他の各製品は、各社の善作物でず。 


All Rights Reserved . Copyri 居 h 惚 FUJITSU LIMITED 2007 


ドルビー、 DOLBY 、 AC -3、 プ□□ジック及びダブル D 記号はドルビーラボラト U — ズの商標です。 


6 でり1= 貴主; f ァうレュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 




1 パソコン本体前面 
2パソコン本体側面 
3パソコン本体背面 
4パソコン本体内部 
已キーボード .... 


る部の名频と働を 

パソコンの各部の名称と働さについて説明しています。 

ここでは、代表的な機能を説明しています。 

パソコンに添付のディスプレイの各部名称については、次のマ 
ニュアルをご覧ください。 

資閣 

^『画面で見るマニュアル』 》0 「000500」で検索 
—「液晶ディスプレイ」 


8 0 13 4 














る部のちがと働を 


パソコン本体前面 



8 でり1= 貴主; f ァうレュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 




























































































a. CD/DVD 取り出しボタン 

スーパーマルチドライブにディスクをセットする、または 
取り出すとをに巧します。 

b. スーパーマルチドライブ （••►P.26) 

CD や DVD のデータの読み出しや書さ込みをしたり、音 
楽 CD を再生したりします。 

C •電源 ボタン {••►P.16) 

パソコン本体の電源を入れるとをと切るときに押します。 

d. 電源 ランプ 

パソコン本体の電源び入っているときは緑色、スリープ時 
はオレンジ色に点好します。 

e. A- ドディスク/ CD アクセスランプ 

A — ドディスクや CD や DVD のデータを読み書さしてい 
るとをに点滅します。 

f- メール着信ランプ 

E メールを受信したとさに点滅します。 

邑.フラップ 

PC カードをセットするとをや、各種機器や;><モリーカー 
ドなどを接続するとをに開をます。 

h- PC カード取0出しボタン 

PC カードを取り出すとさに押しまず。 


し PC カードス□ット 

別売の PC カードをセットしまず。 

j- ダイレクトメモリース□ット {SD メモリーカー 
ド、メモ U— スティック、 XD- ピクチャーカード） 
(••►P.33) 

SD メモリーカード、メモリースティック、 xD- ピクチャー 
力ー ドを セッ 卜するためのス □ッ トです。 
miniSD カード、 micmSD カードおよびメモ U —ステ ィッ 
ク Duo などは、アダプタを使用してください。 

k. IEEE1394 (DV) 端子 

デジタルビデオカメラ （DVC) や IEEE 13日4規格の周进 
機器を接続ずるための端テです。 

し USB コネクタ 

デジタルカ六ラ、プ U ンタなどの USB 規格の周辺機器を 
接続するためのコネクタです。 

m. マイク端子 

巿販のプラグインパワータイプのマイクを接続しまず。 

n. へツ ドホン端子 

巿販のへッドホンを接続します。 

0. フレキシブルべース（設置台） 

このパソコンをお使いになるときに取り付ける台座です。 


パソコン本体前面の各部の名称と働さについて、詳しい説明は次のマこュアルをご覧ください。 
營圃 

^『画面で見るマニュアル』 》 P 「000270」で検索 

- r さ部の名称と働さ：バソコン本体前面」 


バソコン本体前面 




a . 通風化 

パソコン本体内部に空気を吸気して熱を逃びすための開 
孔部です。 

パソコン本体側面の各部の名称と働をについて、詳しい説明は次のマこュアルをご覧<ださい。 
替闊 

^『画面で見るマニュアル』 》 P 「000280」で検索 

-「を部の名称と働を：バソコン本体側面」 


10 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 































る部のちがと働き 


3 パソコン本体背面 


D 



旨.インレット 


h . 無線 LAN アンテナ〔を1〕 


しディスプレイコネクタ〔ミま2〕 


j . ラインイン端子 （(《 命） 

k . ラインアウト端テ（(((寺) 

し盗難防止用□ック 
取り付け巧 の） 


を1:無線 LAN 搭載機種のみ 
ま2 :グラフィックカード搭載機種のみ 


パソコン本体背面 11 




















































































a . 通風化 

パソコン本体が部に空気を排出して熱を逃びすための開 
孔部です。 

b . アナ□グ RGB コネクタ 

ディスプレイのケープルを接続します。 

C. LAN コネクタ （••► P . AO ) 

LAN ケーブルを接続します。 

d . キーボードコネクタ 

PS/2 キーボードを接続します。 

e . USB コネクタ 

添付の光学式マウスや Fel に a ポート、および市販の USB 
機器を接続します。パソコン本体前面のをのと同じ規格で 
す。 

f - 巧デジタルオーディオ出力端子 

巿販の光デジタルオーディオケーブルを接続します。 


邑-インレット 

パソコン本体の電源ケープルを接続します。 

h . 巧結 LAN アンテナ（おお LAN お載機種のみ） 

内蔵のお線 LAN のアンテナです。 

L ディスプレイコネクタ（グラフィックカード搭載機 
種のみ） 

ディスプレイのケーブルを接続します。 

j . ライジイン端子 

オーディオ機器などの音声出力端テを接続しまず。 

k •ライジアウト端子 

オーディオ機器などの音声入力端テを接続しまず。 

I . 巧難防止用□•ック®0巧け巧 

盗難防止用ケーブルを接続でをまず。 


パソコン本体背面の各部の名称と働をについて、詳しい説明は次のマこュアルをご覧<ださい。 
篡願 

^『画面で見るマニュアル』 》 P 「000300」で検索 

一「各部の名称と働を：バソコン本体背面」 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 






拡張カードを取り付けます。 

b. CPU フアン 

パソコン本体内部の温度を下げるためのフアンです。 

C. メモ ij ス□ツト （••►P. 百口） 

増設する方モ U を取り付けられます。 


シ U アル ATA [エーティーエー]規格の八ードディスク 
び取り付けられています。スーパーマルチドライブの下に 
あります。 

f. スーパー マルチドライブ 

ATARI [アタピ]規格のスーパーマルチドライブび取り付 
けられています。 


d. 電源ユニット 


パソコン本体内部の各部の名称と働をについて、詳しい説明は次のマこュアルをご覧ください。 
篡顧 

^『画面で見るマニュアル』 》 p 「0002日0」で検索 

- r 各部の名称と働さ：パソコン本体内部」 


本体カバーの取り外し/取り付け方法については、 r 本体カバーを取り外す/取り付ける」 （••► P . 己己) 
をご覧ください。 


パソコン本体内部 13 


























a. 半角/全ちキー 

エスケーフ 

b. Esc キー 


C . 音量調節ボタン 
d . ワンタッチボタン 


-口 + が ル伯-わ卜/ こユ - み所.月 サボ-卜 
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Shift キー 
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e. スタンバイ 
ボタン 

デ U- 卜 

f. Delete キー 

バックスぺース 

邑. Back space 
キ- 


>— I . テン キー 

エンター 

- m. Enter キー 


n. カーソルキー 


キヤフス□ジク 

k. Caps Lock /英数キー 


a . 半ち/をちキー 

文字を入力するとをに、半角と全角を切り誓えまず。全角 
にすると、日本語入力びでさまず。 

b . Esc キー 

実行中の作業び取り消されます。 

C •音量調節ボタン （••► P .23) 

パソコン本体の音量を調節しまず。 

d - ワンタッチボタン {••► P .2 百） 

インターネットの接続などを行います。 

e . スタンバイボタン 

パソコン本体を省電力状態にずるときに押します。 

f . Delete キー 

力ーソルのち側にある l 文字を削除するときに使います。 
また、選択されているファイルやアイコン、文字列を削除 
しまず。 

邑 . Back Space キー 

カーソルの左側の文字び削除されます。 


キーボードの各部の名称と働をについて、その他のキーや詳しい説明は;欠のマニュアルをご覧くださ 
い。 

替圃 

^『画面で見るマニュアル J » P 「000220」で検索 
一「各部の名称と働を：キーボード」 

14 ^胃#：手; f ァうレ0113苦マ ニ ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 


h . 巧白 （ Space ) キー 

空白を入力でをます。 

1. Fn キー 

このキーを神しなびら ! I で囲まれたキーを巧ずと、 
カーソルを行の先頭に移動したり、文書の先頭に移動した 
0でさます。 

j . Sh け t キー 

隆515]を押しなびら文字キーを巧すと、キーの上段に刻印 
されている文字や記号び入力でをます。 

k . Caps Lock /英勞[牛一 

アルファベットの大文字/ル文字を切り誓えます。 

l . テンキー 

数字や記号を入力でさます。 

m . Enter キー 

入力した文字を確定するとをなどに使います。 

リターン（改行）キーとちいいまず。 

n . カーソルキー 

カーソルび上下左ちに移動します。 


























































































































































1 電源を入れる/切る . 

2音量を調節する . 

3画面の明るさを調節する.... 
4ワンタッチボタンを使う.... 

已 CD / DVD を使ラ . 

6 メモ U - 力ードを使ラ . 

7マウスを使う . 

8 LAN (ち線 LAN ) 機能を使ラ 
9無線 LAN 機能を使ラ . 

無線 LAN 搭載機種のみ 

10 Fel に a ポートを使う . 


第2章 

パソコンの取り扱い 

最初に確認していたださたいことと、使用上の注意事項などを 
説明しています。 


634己63902 4 
122223344 4 
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パソコンの巧 0 扱い 


I 電源を入れる/切る 

電源の入れちと切りちはとてち重要です。正しいち法を覚えて<ださい。 

A ミ主意 

A •ディスクをセットするとを、および取り出すとをには、 CD / DVD ドライブのトレーに指などを 
入れないで < ださい。 

けびの原因となることびあります。 

0 ' 電源を入れた状態で持ち運んだり、衝撃や振動を与えたりしないでください。 

故障の原因となります。 


接続を確認する 


電源を入れる前に、ケーブル類び正しく接続されているか確認してください。 



(イラストは機種やげ況により異なります） 


16 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 

















































































































電源を入れる 


ここでは電源の入れちのラち Windows を起動するち法を説明しています。 


が重要 

電源を入れるとさのま意 

-電源を切った後は、巧に電源を入れ直すまで10秒ほどお待 
ち < ださい。 

-液晶ディスプレイは、必ずパソコン本体の電源ケーブルをコ 
ンセントに差し込む前に接続しておいてください。パソコン 
本体の電源ケーブルをコンセントに差し込んだ媛にディスプ 
レイを接続すると、正常に動作しないことびあります。 

-パソコンに布などのカバーをかけている場含は、必ずそれら 
を完全に取りがしてから電源を入れてください。パソコンの 
通風孔などが布などでふさがれたまま使用すると、パソコン 
内部に熱びこわり、動作不良や本体カバーの変形が起さるこ 
とびおります。 

-電源を入れた後は、手順目の画面び表示されるまでは電源を 
切らないでください。手順日の画面び表示される前に電源を 
切ると、パソコンの動作び不安定になります。 

しば S く操作しないと 

電源を入れた状態でしばらく（約已分間）操作しないと、動画（スク U —ンセーバー）び表示 

されたり、画面び真っ暗になったりすることびありますび、電源が切れたわけではありません。 

これはパソコンの省電力機能び働いている状態です。 

マウスを動かしたり、キーボードの哩 ] m 〇固)や(^]のどれかを押したりすると、元 

の画面に戻ります。 



1 パソコンに液晶ディスプレイなどの機器を接続します。 

ム 電源ケーブルびコンセントに接続をれていない場合は、電源プラグをコン 
セントに差し込みます。 

パソコンに接続されている機器の電源プラグをコンセントに差し込んだ媛に、パソコン本体の電 
源プラグをコンセントに差し込んでください。 


が重要 

コンセントに接続ずると 

パソコン本体の電源ケーブルをコンセントに接続すると、数秒間電源ランプが点灯 
して電源が入ったよラな状態になりますが、故障ではありません。 

3 パソコンに接続されている機器の電源を入れます。 

勺 ディスプレイの電源ランプび点なしていることを確認します。 

ディスプレイの電源ランプが点灯していない場合は、ディスプレイの電源ボタンを押してくださ 
い。 
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5 パソコン本体の電源ボタンを巧します。 

パソコン本体とディスプレイの電源ランプが点なし、画面にさまざまな文字などが表示されま 
す。そのまま、しばらくお待ちください。 



パソコン本体の電源ボタン 


6 このよ5な画面び表示されたことを確認します。 



(画面は機種やが況により異なります) 


P POINT 

Windows が起動しない場合 

このパソコンに添付のディスプレイは、アナ□グとデ 
ジタルの2種類の入力に対応しています。電源を入れ 
てち Windows び起動しない場含は、入力び切り換 
わってしまった可能性びあります。その場含は、画質 
/入力切換ボタンを押して、「アナ□グ入力」に切り 
換えてください。 

入力を切り換えても Windows が起動しない場合は、 

巧のマニュアルをご覧ください。 

養願 

C 『トラブル辭ミ夹ガイド』 

一 「Q&A 集」一「パソコンがおかしいとさの曰 &A 集」一「起動/終了」 



18 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 
































電源を切る 


ここでは電源の切りちのうち Windows を終了するち法を説明しています。 

このパソコンを使わないときは、 Windows を終了せずに「待機状態（ス U - プ)」にしておくことも 
できます。ス U - プにするち法については、 r パソコンを待機状態にする/復帰させる」 （"► P .21) 
をご覧ください。 

1 それまで巧っていた作業を媛了します。 

ソフトウェアを起動している場合は、作業中のデータを保ちし、ソフトウェアを終了します。 
例えばワープ□ソフトを使って文書を作成中の場含は、文書データを保存し、ワープ□ソフトを 
終了します。 

PPOINT,. 

ソフトウェアを終了しなかった場合 

ソフトウェアを起動したままでちこれ故降の操作を進められますが、途中で作業中の 
データを保存するか確認する><ツセージび表示されることがあります。誤動作の原因 
となるので、あらかじめデータを保存した後、ソフトウェアを終了してください。 

A CD や DVD などがセツトされていた5、パソコン本体:前面の CD / DVD 取 
り出しボタンの中央を巧して取り出します。 

■パソコン本体前面 



にれな降のイラストは機種や状況によ D 異なります) 


PpOINTr 

CD や DVD などを入れたままだと 

パソコンの電源を切ってしまうと、 CD や DVD などは取り出せません。 
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3 パソコン本体の電源ボタンを巧します。 

しばらくすると Windows び終了し、バソコン本体の電源び自動的に切れます（画面び暗くな 
り、バソコン本体の電源ランプび消えます)。 

ディスプレイの電源ランプびオレンジ色に点なします。 



が重要 

パソコンの電源ボタンは巧し続けないでください 

バソコンの電源ボタンを4秒！;(上巧し続けると、 Windows などの正常な終了処理 
びでをないまま、強制的に電源び切れてしまいます。 

P POINT 

「スタート」メニューか S 電源が切れまず 

1. @仅夕ート）一の B 一「シャットダウン」の順にク U ックし 
ます。 

パソコン本体の電源び切れます（画面が暗<なり、パソコン本体の電源ランプ 
び消えます)。ディスプレイの電源ランプびオレンジ色に点灯します。 

ディスプレイの電源について 

パソコンの電源を切るとディスプレイは省電力状態になり、ディスプレイの電源ラン 
プびオレンジ色に点灯します。このままでも問題ありません。ディスプレイの電源も 
切りたい場合は、ディスプレイの電源ボタンを押してください。 

パソコンの電源び切れない場合 

パソコンが動かな<なり（マウスやキーボードが操作でさないなど）、電源び切れな 
いとをは、次のマニュアルをご覧ください。 

養呵 

C 『トラブル解ミ夫ガイド』 

一 「 Q & A 集」一「パソコンがおかしいときの曰 & A 集」一 r 起動/終了」 

それでち電源が切れないと去は、パソコン本体の電源ボタンを4秒故上押し続けて、 
強制的に電源を切ってください。 

電源を切った後、パソコン本体の電源ランプび消えている（電源び切れている）こと 
を確認してください。電源ランプびオレンジ色に点灯しているとをは、ス U —プ状態 
になっているため電源び切れていません。ちラー度電源ボタンを4秒故上押し続けて 
電源を切って < ださい。 

4 パソコンに接続されている機器の電源を切ります。 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 


















パソコンを待機が態にする/復帰させる 


このパソコンを使わないときは、パソコンの電源を切らずに待機状態にしておくと、なにパソコンを 
使ラときにすぐに使い始めることびでをます。 

待機状態にはス1」ープと体止状態びあります。ここでは、パソコンをス1」ープするち法と、スリープ 
から復帰するち法について説明します。 


P POINT 



巧の場合はパソコンの電源を切つてください 


-バソコンを長期間使わないとを 

-バソコンの動作び遅くなったり、正常に動作しなくなったとを 
いったんバソコンの電源を切り、再度電源を入れ直してください。 
電源の切り方については、「電源を切る」 （"► P .19) をご覧ください。 


パソコンをスリープする 


1 ® (スタート）一 E ■をク y ックします。 

パソコンがス U —プします。ス U —プ中は、電源ランプがオレンジ色に点灯します。 
を;魂 Windows カレンダー 


S Windows ミーテインクスべース 
FMV 画面で見る7ニユア J レ 


ずべてのプログラム 


コンピュータ 


ネツトワ-ク 


つシト□—ルパネル 


既定のプ□グラム 


〜レブとヴポート 


|(ミ寒み間巧 

1@1 


一 Ij 


(画面は機種や状況により異なります） 
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スリープか 6 復帰する 


1 パソコン本体の電源ボタンを巧します。 

パソコンびス U —プから復帰（レジューム）します。電源ボタンは4秒故上押し続けないでく 
ださい。パソコンの電源び切れてしまいます。 

P POINT 

スリープについて 

パソコンの電源を切らずに、作業中のデータなどをメモ U に保をして、パソコンを待機状態にす 
ることです。ス U —プ中は、メモ U に保存したデータなどを保持するために少しずつ電力を消費 
しています。 

ス1」ープゃ体止状態については、なのマニュアルちご覧ください。 

營画 

^『画面で見るマニュアル 』 》p rooo 4 ioj で検索 

-「省電力機能を使ラ」 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 
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バソコンの巧目巧い 


音量を調節ずる 


ここでは、キーボードの音量調節ボタンから音量を調節するち法について説明します。 

キーボードの音量調節ボタンは、 Windows び起動している場合に音量を調節できます。 

I キーボード上側にある音量調節ボタンを押して、適切な音量に調節しま 
す。 

ボ U ュームボタン （一） を押すとルさく、ボ U ュームボタン （+) を押すと大さくなります。 
Mute [ミュート](消音）ボタンを押すと音び消え、画面ち下の通知領域にある表示び化に変 
わります。ち ラー 度押すと元の音量に戻り、表示ちり々に戻ります。 

ボ IJ ユー ムボタン（一） ボ IJ ユー ムボタン （+) 




Ml 

te (消音）ボタン 

r 广 - 

-づ + 


メール 

◎ 


台 ^LJ (ILJ 1!^ 



(イラストは機種や状況により異なります) 


通知巧巧のり))(音量）など、他の方法でを音量を調節でをまず。 

資閣 

▼ 他のち法で音量を調節ずる場合 
臂『画面で見るマニュアル』》 P 「0001日0」で検索 
-「音量を調節ずる」 
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パソコンの巧 D 巧い 



液晶ディスプレイで、画面の明るさを調節することびでさます。 

ディスプレイび添付されている機種の場合は、ここの説明をお読みください。ディスプレイび添付さ 
れていない機種の場合は、お使いのディスプレイのマニュアルをご覧ください。 

液晶ディスプレイの「メニュー/ミ央定」ボタンを押すと、画面の明るさを調節するメニューび表おさ 
れます。ここのメニューでお好みの明るさに調節してください。 



P POINT 

エコ/戻るボタンについて 

ディスプレイのエコ/戻るボタンで、周囲の明るさを検巧して画面の明るさを調整したり、常に 
一定の明るさに固定したりすることびでをます。 

詳しくは、液晶ディスプレイのマニュアルをご覽ください。 

營圃 

^『画面で見るマニュアル』 》 P 「000500」で検索 

— 「液晶ディスプレイ」 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 
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パソコンの巧目巧い 


ワンタッチボタンを使5 


ワンタッチボタンは、パソコンの各種機能を呼び出すためのボタンです。ボタンを巧すだけ 
でソフトウエアの起動や E メールの受信などび行えます。 




「FS J fa J ド7 J I 巧 J [F 9 ] 1 710 ] [f 11 ] 「 F。 J ド eWe] 


(tj^ 

3 [ Lbj (LJ LvJ M 
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囚 
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国口 

1 h 1 B E 

〕画田®回 

に1 

因— . 


1 iMcnd 1 f^lPgPr^H ^ lEndl] 



a. メール 

方ールソフトび起動します。 

b - インターネット 

「Internet Explorer [インターネットエクスプ □— ラ]」び 
起動します。 

C . メニユー 

「©メニュー」び起動しまず。 

d •バックアップ 

ITM かんたんバックアップ」び起動しまず。 


6. サポート 

- Windows 起動時 

「FMV サポートナビ」び起動し、 「Q&A」 や「曰頃のメ 
ンテナンス」などのサポート機能を簡単に始めることび 
でをます。 

■シャツトダウン時 

Windows 如起動しないときにも、「八ードウエア診断」 
や「マイリカバ U で戻す」などトラブル解ミ夹に役立つサ 
ポート機能を使ラことびでさます。 

ミち：ス IJ ープ中や休止状態では 「FMV ヴポートナビ」び 
起動します。 


只 POINT 

r ユーザーアカウント制御」ウインドウび表示された場合 

ワンタッチボタンを押して「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示された場合は、「続行」 
をク U ックしてください。「続行」が表示されずに r 管理ちアカウント」が表示されている場合は、 
そのアカウントのパスワードを入力してから 「 OK 」 をク U ックしてください。 

営閣 

▼ ワンタッチボタンについて 

^『画面で見るマニュアル』 》0 「000330」で検索 
一「各部の名称と働き：ワンタッチボタン」 

▼ サポートボタンについて 
Q 『トラスレ辭巧ガイド』 

- 「充実のヴポート機能で巧む-快適」 
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ここでは、このパソコンで使えるディスクをパソコンにセツトしたり取り出したりするち法 
について説明します。 


このパソコンでほえるディスク/使えないディスク 


巧えるディスク 

このパソコンでは、 12 cm の CD や DVD びお使いになれます。また、パソコン本体を横置をにして 
いる場合は、 8 cm の CD もお使いになれます。 

なお、 CD や DVD にはさまざまな種類びあります。このパソコンでお使いになることのでをる CD や 
DVD は、なのとお0です。 



種別 

読みかたの例 

CD 

CD-ROM 

シーディー□ム 


CD-DA (音楽 CD) 

シーディーディーエー 


フオト CD 

フォトシーディー 


ビデオ CD 

ビデオシーディー 


CD-R 

シーディーアール 


CD-RW 

シーディーアールダブル 
シーディー1」ライタブル 

DVD 

DVD-ROM 

ディーブイディー□ム 


DVD-VIDEO 

ディーブイディービデオ 


DVD+R 

ディーブイディープラスアール 


DVD+RW 

ディーブイディープラスアールダブル 


DVD+R DL 

ディーブイディーフラスアールダブルレイヤー 


DVD-R 

ディーブイディーアール 

ディーブイディーマイナスアール 


DVD-RW 

ディーブイディーアールダブル 
ディーブイディーマイナスアールダブル 


DVD-R DL 

ディーブイディーアールダブルレイヤー 
ディーブイディーマイナスアールダブルレイヤー 


DVD-RAM 说） 

ディーブイディーラム 


を： DVD - RAM をお使いになる場合には， フオーマツ トび必要でず。 


このパソコンの CD / DVD ドライブの読み込み/書を込み/書を換え速度については、「パソコン本体 
の仕様」 （"► P .82) をご覧ください。 


26 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 

























が重要 

DVD - RAM について 

. カート I 」ツジなしタイプまたはカート1」ツジからディスクび取り出せるタイプをご購入くだ 
さい。力ート U ツジに入れた状態で使用するタイプ打 ypel ) は使用できません。また、無 
理に取り出して使わないでください。 

-吕.日 GB および已 .2 GB のディスクは、使用でをません。 



巧えないディスク 


なのディスクはお使いにならないでください。 

• 円形しツ外の勇おディスク（星型やカード型などの変形ディスク） 

この! (ソコンは円おのディスクのみお使いになれます。 

円巧!;!かの異形ディスクをお使いになると故障する場合びあります。 

異おディスクをお使いになり故障した場合は保証の対象外となります。 

• 規格がの厚さの DVD 媒体 

DVD 規格では媒体の厚さを 1.14 mm 〜1.已 mm と規定しています。 

記録面び薄い媒体など、一部でちこの範囲外の厚さになっている媒体をお使いになると故障する場合び 
あります。 

規格がの DVD 媒体をお使いになり故障した場合はな証の対象外となります。 

•市販のク U - ニングディスク、レンズク U - ナー 
市販のク U - ニングディスク、レンズク U - ナーをお使いになると、勘こコ'ミを集めてしまい、 CD/DVD 
ドライブのレンズび巧れてしまラ場合びありますので、お使いにならないでください。 

• 中むに巧のあいていないディスク 
• 傷またはヒビの入ったディスク 

傷またはヒビの入ったディスクをお使いになるとドライブ内で破損する場合びあります。 
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推奨ディスク 


次のディスクの使用を推奨します。 

下記政外のディスクをお使いの場含は、書を込み/書を換え速度が低下することがあります。また、正 
常に書を込み/書さ換えがでさない場含和再生でをない場含があります。 

なお、富±通サプライ品は、富±通コワーコ株式会社の取り扱い品です。 

お問いをわせ先 

富±通コワーコ株式会社お客様総含センター 
電言舌： 0120-已〇己-27白 

受付時間：目:日日〜17:30 (± •曰-祝曰-年末年始除く） 

URl : http :// jp . fujitsu . com / coworco / 


• CD-R 

太陽誘電： CDR 扫 OWTY、CDRSOWPY 

• CD-RW 

富±通サプライ品： CD - RW 74/0241410 

王菱化学ディア： SW 74 日 U 1、 SW 80 QUK SW 74 EU 1、 SW 80 EU 1 

• DVD-RAM 

ネ公下電器： LM - HC 47 M (4.7 G 目、力ート U ツジ無)、 

LM - HB 47 MA (4.7 G 目、カート U ツジ有、取り出し巧)、 
LM - HB 94 M (日. 4 G 目、カート U ツジ有、取り出し巧） 

日立マクセル： DRM 47 PWC . S 1 P A (4.7 G 目、カート U ツジ無)、 

DRMC 94 C .1 P (9.4 G 目、力ート U ツジ有、取り出し巧)、 
DRM 120 C .1 P A (4.7 G 目、力ート U ツジ無)、 
DRMC 240 C .1 P A (9.4 G 目、カート U ツジ有、取り出し巧) 

• DVD-RAM2 

日立マクセル： DRM 47 D .1 P (4.7 G 目、カート U ツジ無） 

• DVD-R 

太陽誘電： DR -47 WTY 、 DR -47 TY 

• DVD-R DL 

王菱イヒ学ディア： DHR 8 已 YP 1、 DHR 8 已 H 1 

• DVD-RW 

日本ビクター： VD - W 47 H 

• DVD+R 

太陽誘電： DR +47 WTY 
王菱化学メディア： DTR 47 JP 

• DVD+R DL 

王菱イヒ学メディア： DTR 扫已 H 1、 DTFiS 已 NP 1 

• DVD+RW 

リコー: D 8 RWD - S 1 CW 
王菱化学メディア： DTW 47 U 1 

貸閣 

▼ このパソコンで使えるディスクや使えないディスクについて 
^ r 画面で見るマニュアル』 》 p 「000050」で検索 
-「使えるディスクと対応ソフトウェア」 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 



ディスクをパソコンにセツトする/取り出す 


ディスクをセツトする 

ディスクは、パソコンの電源が入っている状態のとさにセツトでさます。 

A を意 



A •ディスクをセットするとを、および取り出すとをには、 CD / DVD ドライブのトレーに指などを 
入れないで < ださい。 

けがの原因となることがあ0ます。 


1 パソコン本体:の CD/DVD 取り出しボタンの中央を巧します。 

ディスクをセツトするトレーび出てをます。 

トレーは自動で出てをます。無理に引さ出したりしないでください。 

■パソコン本体前面 



(これ降のイラストは 機種 や状況により異なります) 
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2 パソコンにディスクをセットします。 

ディスクのレーベル面を左に（両面タイプの DVD - RAM の場合は、データの読み取り/書さ込 
みを行う面をちに）して、トレーの中央にセットします。 

ディスクは正しい位置にセットしてくださし位置びずれると、ディスクび落ちる可能性びあり 
ます。 

また、ディスクを入れたまま何度ちトレーを開閉するとディスクの位置がずれることがあります 
のでを意してください。 

■パソコン本体前面 



こち5側を左にします。 


0 パソコン本かの CD / DVD 取り出しボタンの中央を巧します。 

トレーが戻ります。ディスクびセットされ、八ードディスク/ CD アクセスランプが点滅しま 
す。八ードディスク / CD アクセスランプが消えたことを確認してから、次の操作に進んでくだ 
さい。 

ディスクによっては、セツトすると自動的に起動するちのちあります。 

■パソコン本体前面 



^ ® 厚^ュ S ァう k -ュァル ►► このマニュアルの巻頭でご案内しています。 




















































































PPOINT , 

r 自動再生」ウィンドウが表示された場合 

ディスクをセットした後に「自動再生」ウインドウび表おされた場合は、@をク U ックしてくだ 
さい。 


巨ぉちま 回广 可图 j 

fc . DVD RW ドライブ （ E :) Audio CD 

图才ーデイオ CD に対しては苦に巧のか作を巧う： 

才ーデイオ CD のブプシヨン 


U 


オーディオ CD のちを 
-Windows Media PI がが ほ用 


凸 

巧 

巧 

全おのオプション 


CD から音楽を巧り込む 
-Windows Media PI がが ほ用 

才ーディオ CD の再を 
-Windows Media Center ほ用 

オーディオ CD の再ち 
-'.'VinDVD tor FUJITSU ほ用 

CD を コビー 

-Roxio RecordNow C 叩 y ■使巧 

コンビ レー シ ヨン CD を巧巧 
-Roxio RecordNow Audio ほ用 


フォルタを胡いてファイルをまモ 
f - I クスつ日づほ用 

コントロールパネルで目巧巧年の匹すを設をします 


(画面は機種や状況により異なります） 



ディスクを取り出す 

ディスクは、パソコンの電源び入つている状態のとをに取り出すことびでをます。 

A を意 

A •ディスクをセットするとを、および取り出すとをには、 CD / DVD ドライブのトレーに指などを 
入れないで < ださい。 

けびの原因となることびあります。 

I ディスクをほつているソフトウェアびあれば、按了します。 

2 八ードディスク / CD アクセスランプび消えていることを確認し、パソ 
コン本化の CD / DVD 取り出しボタンの中央を巧します。 

ディスクがセットされたトレーが出てさます。 

〇 ディスクを取り出します。 

4 パソコン本体の CD / DVD 取り出しボタンの中巧を巧します。 

トレーが戻ります。 
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このパソコンでできることのご紹な 

画面で見るマニュアルでは、次のよラなことを説明しています。 

この他にち様々な機能びありますので、詳し<は画面で見るマニュアルをご覧ください。 

鲁顧 

▼ DVD を見る 

▼ディスクにデータを保存ずる 

▼ CD に音楽を保存ずる 

^『画面で見るマニュアル』 

一「8.添付ソフトウェアー覧（カテゴリ別)」一 「CD-DVD」 

▼音楽 CD を聴く 
を)『画面で見るマニュアル』 

-「8.添付ソフトウェアー覧（カテゴリ別)」^「音楽.音声」^「パソコンで音楽を楽しむ」 


厚^ ュ S ァう k 0^^ 品^- ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 





ここでは、このパソコンでお使いになれるメモ U —カードの種類や、メモ U —カードのセツ 
卜ち法、および取り出しち法について説明しています。 

SD メモ U - 力ード、メモ U - スティック、および xD - ピクチヤーカードを総称して、メモ 
U —カードと呼んでいます。 



メモリーカードをおほいになるうえでのミち意 


メモ U —力ードをお使いになるとをは、なの点にごま意ください。 

• メモ U - スティック Duo 、 メモ U - スティック PRO Duo 、 miniSD 力ード、または microSD 
カードをお使いの場合は、必ずアダプタにセットしてからお使いください。そのまま挿入すると、 
メモ U —力ードび取り出せなくなります。 

また、メモ U —カードを取り出す場合は、必ずアダプタにセットしたまま取り出してください。ア 
ダプタだけをダイレクトメモ U - スロット （SD メモ U - 力ード、メモ U - スティック、 xD - ピク 
チャーカード）に残すと、故障の原因となります。 

• メモ U —スティック Duo アダプタは、塗装部分び剥びれた状態では使用しないでください。ダイ 
レクトメモ U - ス□ット （SD メモ U - 力ード、メモ U - スティック、 xD - ピクチャーカード）内 
部の端子び接触し、メモ U - スティック Duo またはメモ U - スティック PRO Duo を認識しな 
かったり、故障の原因となります。 

また、剥びれた塗装部分などにテープなどを貼って使用することちしないで<ださい。アダプタび 
取り出せなくなる場合びあります。 


メモ U - スティック Duo アダプタ 



メモリースティック Duo 
メモ U - ステイック PRO Duo 


• min 旧 D カードのアダプタには、裏面の中央部から端テび露出している製品びありますび、この夕 
イプのアダプタは使用しないでください。ダイレクトメモ U - ス□ット （SD メモ U - 力ード、メ 
モ U - スティック、 xD - ピクチャーカード)内部の端テび接触し、故障の原因となる場合びあります。 
miniSD カードのアダプタは、裏面中央部から端子び露出していない製品をご利用ください。 


X 

が圍圓 

〇 

皿□皿日 

( 

QDQO 

ddddd 1 

) 

1 


端子が露出している 
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ほえるメモリーカード 


ダイレクトメモ U- スロット （SD メモ U- 力ード、メモ U- スティック、 xD- ピクチャーカード）は、 
デジタルカメラなどに使われているメモ U —カードに直接データを読み書をするためのス□ットで 
す。 

ダイレクトメモ U- ス□ット （SD メモ U- 力ード、メモ U- スティック、 xD- ピクチャーカード）び 
巧庇しているメモ U —力ードはなのとお D です。 


MemdryStick 

ぶ A 澄 

xD-Piciure Card ' 

-メモ U — スティック〔を〕 

- ><モ1|ースティック 
(メモ U- セレクト機能付）駐〕 

-メモ U —スティック Du 日〔を〕 

- メモ U— スティック PR 日〔を〕 

- ；><モ U— スティック PRO Du 日〔ミち〕 

- SD><fU — カード 

- mirHSD カード 

マイク□エスデイー 

- micraSD カード 

エスデイーエイチシー 

- SDHC 力ード 

- ピクチャーカード 

- xD -ピクチャーカード Type M 
シリーズ 

- xD- ピクチャーカード Type H 
シリーズ 


注：マジック ゲー ト機能び必要なデータの記録/再生はでをません。 


P POINT 

メモリーカードについて 

-すべてのメモ U —力ードの動作を保証するちのではありません。 

-マルチディアカード、セキュアマルチメディアカードには対応していません。 

- SD メモ U— カード、 min 信 D カード、 micraSD カード、 SDHC カードは、著作権保護機能 
(CPRM [シーピーアールエム])に対応しています。 

- 2G 目を超える SD><fU- 力ードには対応していません。 2G 目を超える場含は、 SDHC カー 
ドをお使いください。 


34 ^ 01 っ-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 











メモリーカードをセツトする/取り出す 


A を意 

A - メモ U - 力ードをセットまたは取り出す場合は、ダイレクト X モ U - ス□ット （ SDX モ U - 力一 
ド、 メモ U —スティック、 xD - ピクチャーカード）に指などを入れないでください。 

けがの原因となることびあります。 

0 - 取り外したメモ U —カードは小さいお子様の手の届かないところに置いてください。 

おモ様び□に入れた0、誤って飲み込むとけびや窒息の原因となります。万一、飲み込んだ場含 
は、すぐに医師に相談してください。 



が重要 

他のマニュアルちご覧 < ださい 

メモ U —カードや記録されているデータの取り扱いについては、メモ U —カードや周辺機器の 
マニュアルをご覧ください。 

お使いの機器に合わせてフォーマットしてください 

メモ U —カードをデジタルカメラなどで使っている場合は、お使いの機器でフォーマットして 
ください。 Windows でフォーマットすると、デジタルカメラなどでメモ U —カードが使えな 
くなります。デジタルカラなどでのフオーマットの方法については、お使いの機器のマニュ 
アルをご覧ください。 
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メモ u — 力ードをセツトする 


P POINT 

メモリーカードをセットずる手順の動画を見ることができまず 

ヴポートぺージ （ httpy / azby . fmworld . net / supp 日け/)で、メモ U — 力ードをセットする手順 
の動画がご覧になれます。 

1 フラップを開け、メモ y - 力ードをダイレクトメモリース□ット （SD メ 
モ y - 力ード、メモ y - スティック、 xD - ピクチヤーカード）にセットし 


ます。 

製品名のある面を左側にして、奥までしっかりと差し込んでください。 
■パソコン本体前面 



※製品名のある面を左側にして、まっすぐにセットします。 

※乂〇-ピクチャーカードを差し込む方向を間違えると、取り出せなくなります。また、ダイレク 
トメモリース□ットや xD - ピクチャーカードが破損するおそれがあります。 

《SD メモリーカード、メモリースティック、 xD - ピクチャーカードを同時に使用することはで 
をません。 


(イラストは機種や状況により異なります) 


メモリーカードを取り出す 

P POINT 

メモリーカードを取り出す手順の動画を見ることびでさまず 

ヴポートぺージ ( http :// azby . fmworld . net / support /) T :\ メモリーカードを取り出す手順の 
動画びご覧になれます。 

I メモリーカードにアクセスしていないことを確認します。 

ファイルのコピー、移動、削除などが終了していることを確認してください。 


^ ® 厚^ュ S ァう k -ュァル ►► このマニュアルの巻頭でご案内しています。 





















































2 画面ち下の通知巧域にある^^(八ードウエアのま全な取りかし）をクリッ 
クします。 

メモ1」一力ードによっては 、 ife (八ードウエアのを全な取り外し）び表示されないちのちありま 
す。アイコンび表示されない場合には、メモ U - 力ードのマニュアルをご覧になり、確認してく 
ださい。 

3 rnnn をま全に取りかします J をクリックします。 

nnn にはお使いの;><モリーカードの名称が表示されます。 

PPOINT 



メッセージが表示された場合 

「デバイス’況用ボリューム’を今停止でさません。後でデバイスの停止をちラー度 
実行してください。」というメッセージび表示された場含は、 roK 」 をク U ックし、メ 
モリーカードにアクセスしていないことを確認してから、もう一度手順2からやり直 
して < ださい。 


4 r 八ードウエアの取り外し J というメッセージび表示をれた百、メモリー 
力ードをパソコンか百取り出します。 

><モリーカードを一度押すと、少し飛び出します。 

飛び出したメモ U —力ードを引を巧さます。 

■パソコン本体前面 
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が重要 

メモリーカードを取り出ずとをのま意 

-ダイレクト><モリース□ット（30><モリーカード、メモ U — スティック、 xD - ピクチャー 
力ード）からメモ U - 力ードを取り出す場含は、メモ U - 力ードを強く押さないでください。 
指を離したとさメモ U —カードが飛び出し、紛失したり、衝撃で破損したりするおそれがあ 
0ます。 

また、メモ U —カードを引さおくとさは、ひねったり斜めに引いたりして、 X モ U —カード 
に無理な力びかからないよラにしてください。 

-メモ U — カードを取り出すとさは、ダイレクトメモ U —ス□ット （SD メモ U —カード、 

モ U —スティック、 xD - ピクチャーカード）を人に向けたり、顔をおづけたりしないでくだ 
さい。メモ U —カードが飛び出して、思わ破けがをするおそれがあります。 


メモ U —カードについては、次のマこュアルちご覧ください。 
渗驢 

^『画面で見るマニュアル』夕 P 「000700」で検索 

一「 X モ U —カードを使う」 


票草ュ S ァう k 0^^品^-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 






ここでは 、 USB [ユーエスビー]マウス（光学式）について説明します。 


光学式マウスについて 



マウスのし<み 

光学式マウスには、裏面に光学式読み取りセンサーび付いています。マウスを机の上などですべらせ 
ると、マウス裏面から出された赤い光の陰影を光学式センサーで検知し、画面上のマウスポインタび 
動くよラになっています。 


読み取り 

センサー 



光学式マウスをお使いになる上でのを意事頂 


光学式マウスは、机の上だけでなく、紙の上などでちお使いになることびでをますび、なのよラなち 
のの表面では正しく動作しない場合びあります。 

• 鏡やガラスなど、反がしやすいちの 
• 巧巧があるちの 

- 濃没のはつを D した搞模様や巧のちの { 木目調など） 

• 網点の印刷物など、同じパターンが連続しているちの 

光学式センサーは机などと接触せずにマウスの動さを検巧しているため、特にマウスパッドなどのお 
要はあ D ませんび、マウス本体は机などと接触しているため、傷び付をやすい机やテーブルの上では、 
マウスパッドなどをお使いになることをお勧めします。 

マウスパッドをお使いになる場合は、明るい色の無地のマウスパッドをお使いになることをお勧めし 
ます。光学式マウス対応のマウスパッドを市販されています。 
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パソコンの巧 D 巧い 
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LAN (有線 LAN ) 機能を巧う 


LAN [ラン](有線 LAN ) 機能を使うための、 LAN コネクタについて説明します。 
ここでは、をにインターネットに接続する場合を例に説明します。 


このパソコンの LAN 機能 


このパソコンでは、なのちのび標準で準備されています。 

• LAN コネクタ ( LAN ケーブル用） 

1000 BASE-T [ベーステイー]/ 100 BASE-TX [ベーステイーエツクス] /10 BASE - T 準拠 


インターネツトをほラとをの接続例 


なのイラストは、パソコンとブロードバンドモデムを LAN ケーブルで接続している一例です。ネット 
ワークの形態によって使用する機器び異なりますので、ネットワークに合ったものをご購入ください。 



ネットワークの種類やしくみについては、なのマニュアルをご覽ください。 

貸图 

^『画面で見るマニュアル 』 》P r 39001 0 J で検索 
一「ネットワークの種類やしくみ J 


40 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 









LAN (有線 LAN ) をお使いになる場合 


LAN (有線 LAN ) をお使いになる場合に必要なものなどを説明します。 

ここでは、フロードバンドインターネットにパソコンを接続する例を説明します。 

化要ならのを用意する 

このパソコンの他に、なのちのび必要です。 

• ブロードバンドモデム 

ADSL モデム、ケーブルモデムなど、インターネットの回線や、プ□バイダにより異なります。 

•ルーター 

異なるネットワーク間の中継点に設置して、ネットワークの中を流れるデータををちんと目的の場所（パ 
ソコンやプ U ンタなど）に届けるための機器です。 

一般的には、 LAN と外部のネットワーク（インターネット）を結ぶために使われます。 

複数台のパソコンを接続する場合は必要です。ブ□ードバンドモデムに内蔵されている場合ちあります。 
なお、1000目 ASE - T の通信を行うためには、1000目 ASE - T に対応したちのを使用してください。 

• 八ブ 

ネットワーク上でケーブルを中継するたがの機器です。 

複数台のパソコンを接続する場合に必要です。ルーターに内蔵されている場合ちあります。 

1000目 ASE - T の通信を行うためには、1000目 ASE - T に対応したちのを使用してください。 

• LAN ケーブル（ストレートタイプ） 

お使いになるネットワークのスピードに合つたちのが必要です。接続するネットワーク機器のマニユア 
ルをご覧になり、必要なものをご用意ください。 

1000目 ASE - T の通信を行うためには、エン八ンストカテ。」已（カテ。」已 E ) 政上の LAN ケーブル 
を使用してください。 



LAN を使うための設定 


LAN をお使いになるためには、必要な機器を LAN ケーフルで接続し、ネットワークの設定を行いま 
す。インターネットに接続する場合は、プロバイダより提供されるマニュアルに従って、機器の設定 
をして < ださい。 


接続、設定のち法については、なのマニュアルでち説明しています。 

營圃 

^『画面で見るマニュアル』 》 p 「000100」で検索 

— 「 LAN を使う」 


LAN (有線 LAN ) 機能を使ラ 41 





mm LAN 搭載煤種のみ 

無線 LAN [ラン]機能について説明します。 

ここでは、をにインターネットに接続する場合を例に説明します。 


この八°ソコンの無線 LAN 機能 


無線 LAN び搭載されている機種では、なのよラな仕様の無線 LAN び標準で準備されています。その 
場合、別途無線 LAN アダプタを購入する必要はありません。 

• 無線 LAN 

IEEE [アイト ij プ J レイー] 802.1 la (」已2/邮已2/邮已 3) 準拠、 IEEE 802.1 lb 準拠、 IEEE 802 ' 11 邑 
準拠 （ Wi - Fi ® [ワイフアイ]準拠） 


インターネツトをほうとをの接続例 


なのイラストは、フ□-ドバンドインターネットと接続している一例です。ネットワークのお態によつ 
て使用する機器び異なりますので、ネットワークに合ったちのをご購入ください。 


インターネット ADSL [王ーデイーエスエル]モデムやケーブル 
モデムなどのブ □- ドバンドモデム 




剪 


無線 LAN アクセスポイント 


無線 LAN でインターネットに接続するには、無線 LAN アクセスポイントを利用する「インフラスト 
ラクチャ通信」といラ方式で通信します。 

ブロードバンドモデムに電波を送受信する無線 LAN アクセスポイントを接続し、無線 LAN アクセス 
ポイントとパソコンの間を、 LAN ケーブルの代わりに電波で送受信します。 


ネットワークの種類やしくみについては、なのマニュアルをご覽ください。 
營圃 

^『画面で見るマニュアル 』 》P r 39001 0 J で検索 

一「ネットワークの種類やしくみ」 


42 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 












無線 LAN をおほいになる場合 


化要ならのを用意する 

無線 LAN を使5ためには、このパソコンの他になのをのび必要です。 

• 無線 LAN アクセスポイント 

LAN ケーブルを使用する巧わりに、電波を利用して情報のやり取りを行ラ無線 LAN では、 r 無線 LAN 
アクセスポイント」と呼ばれる機器び化要となります。無線 LAN アクセスポイントにはちに巧のちのび 
あります。 

-ワイヤレス LAN ステーション 
-ワイヤレスブ□ー ドバンドルーター 



巧線 LAN を使うための設定 


無線 LAN を使うには、無線 LAN アクセスポイントとパソコンの設定を行います。 

初めて設定する場合は、使用するネットワークの情報やデータの暗号化などを、無線 LAN アクセスポ 
イントとパソコンの両方に設定します。 

すでにネットワークで使われている無線 LAN アクセスポイントに接続する場合は、無線 LAN アクセ 
スポイントと同じ設定になるように、パソコンを設定します。 


無線 LAN については、なのマニュアルをご覧ください。 

餐圃 

▼ 無線 LAN の設定 

^『画面で見るマニュアル』 》 p 「001000」で検索 
- 「無線 LAN を使う」 

▼ 別売の無線 LAN カードなどを使ラ 
^『画面で見るマニュアル』 》 P 「001020」で検索 
- 「別売の無線 LAN アダプタを使ラ」 

▼ 巧めてインターネットに接続する 
Q 『スタートガイド2セットアップ編』 

- 「インターネットを始めるための準備」 


無線 LAN 機能を使5 43 
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パソコンの巧 0 巧い 


FeliCa ポートを巧う 


FeliCa [フエリカ]ポートを使った便利な機能について説明しています。ここでは 、 FeliCa 
対応カードや Fel に a 対応携帯電話を、合わせて 「 Fel に a 対応カード」として説明しています。 


FeNCa とは？ 


Fel に a とは、非接触にカード技術ち式の名称です。電モマネーや交通機関のに乗車券、一部の携帯 
電話などに採用されています。 FeliCa に対応した力ードや携帯電融ま、主に交通機関の読み取り装置 
(自動改札など）や、コンビニエンスストアなどのレジにある専用機器で、料金の精算や個人認証の用 
途で使用することびでをます。このパソコンの Fel に a ポートでは、 「 Fel に a 巧応力ード」および 
「 Fel に a 対応携帯電話」を使用することびでをます。 


P POINT 

FeliCa プラットフォームマーク 

FeliCa プラットフォームマークは、 FeNCa に対応した機器やヴービスにおい 
て、フエ1」カネットワークス株式会社び管理する共通領域を使ったプラット 
フォームに対応していることを表します。 


用 


このパソコンででまること 


このパソコンの Fel に a ポートでは、主に次のことができます。 

• インターネットでのショッピングの支払い 

Edy [エディ]や eU 日[エ U 才]などによる支キムいに対応した、ホームページでのショッピングのとさ 
に、このパソコンの FeHCa ポートを使って支払いをすることがでさます。 

• 残高や利田履歴のチェック 

Edy や交通機関のに乗車券の、残高照会や利用履歴をチェックすることがでさます。 

• Windows の □グオンや ホー ムぺ ージの □グイン 
Windows の□グオンや、ホームページの個人認証など、 ID やパスワードの代わりに FeliCa 対応力ード 
を使用することがで去ます。 

このパソコンで使用でをる Fel に a 对応カードについては、次のホームページをご覧ください。 

シヤストシステムホームぺーシ： http :// www . justsystem . co . jp / atlife / kazasu / card / 


44 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 










FeNCa ポートをほう 


FeliCa ポートをこのパソコンに接続していない場合は、このパソコンに FeliCa ポートを接続してく 
ださい。 


資圃 


Q 『スタートガイド1設置編』 

一 「 Fel に a ポートを接続する」 

1 FeliCa 対応力ードを、このパソコンに接続した FeliCa ポートに軽くタツ 
チします。 

FeNCa 対応カードの場合は、カードの中むを FeHCa ポートにある FeHCa プラツトフ オーム 
マークに 含わせてください。 

FeNCa 対応携帯電話の場含は、携帯電話に刻印されている FeliCa プラツトフオームマークを、 
FeNCa ポートにある FeHCa プラツトフオームマークに含ねせてください。 

「かざしてナビ」を初めて表示させたとをには、 r 使用許諾契約書」び表示されます。内容を確認 
してください。 

■ FeHCa 対応カードの場含 ■ FeHCa 対応携帯電話の場含 

カードの中むを合わせます。 携帯電話の；3マークを合わせます。 


FeHCa 力ードの中む 


。マークを合わせます 



Fel に a ポートの中/じ、 


「かざしてナビ」が表示されます。 

P POINT 

「かざしてナビ」び表示されない場合 

-お使いになる FeHCa 対応力ードによっては、読み取りづらい場合があります。そ 
のよラな場合は合わせる位置を少しずらし、再度反応をお確かがください。 

-©(スタート）一「すべてのプ□グラム」一 「 FeNCa ポート」一「かざしてナビ」 
一「かざしてナビ」の順にク U ックしても、「かざしてナビ」を表示させることが 
でをます。 
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2 r かざしてナビ j の中か百、ソフトウェアをクリックして表示をせます。 

アイコンび薄く表示されているソフトウェアは、このバソコンでは使用でをません。ク U ックす 
ると r (ソフトウェア名称）びセットアップされていません」というメッセージび表示されます。 
あらかじめご了をください。 

各ソフトウエアの詳しい使い方については、咨ソフトウエアのヘルプをご覧ください。 



(画面は機種や状況によ0異なります) 


r かざしてナビ」の画面の色は、使用する時間帯によって異な D ます。「かざしてナビ」については、な 
のマニユア j レもあわせてご覧ください。 

貸圃 

皆『画面で見るマニュアル』 » p に10巨 8 0」で検索 

- 「かざしてナビ」 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 











r かざしてナビ j のポーリング動作について 


FeliCa 巧麻力ードび Fel に a ポートに暫くタッチされたことを監視する動作のことを「ポ ー U ング」と 
いいます。「ポーリング」びオンになっていないと、 Fel に a ポートに Fel に a 巧応力ードを軽くタッチ 
してち「かざしてナビ」び表示されません。ご購入時の状態では、パソコン起動時のポー U ングは才 
ンになっています。ポー U ング動作を変更する場合は、なの手順で設定を変更してください。 

1 ® (スタート）一 r すべてのプ□グラム J 一 TFeliCa ポ ー hJ 一 T かざし 

てナビ_1 ^ r かざしてナビ J の順にク y ックします。 

「かざしてナビ」び表示されます。 



Z r かざしてナビ J の画面ち上にある FMenuJ をクリックし、表示をれた 
メニユーか己 r オプション J をクリックします。 

「オプション」ウインドウび表示されます。 



旅。ぶしけ e JU ; 

にれ政降の画面は機種や状況により異なります) 


3 起動時のポーリング設ををオンにする場合は、 r 起動時のポーリング設定 J 
にある r オン J の〇をクリックして@にしてくだをい。 



勺 roKj をク y ックします。 
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力ードホルダーを使う 


添付の力ードホルダーを使ラと、 Fel に a 巧応力ードを FeliCa ポートに固定することびでをます。な 
お、 Fel に a 巧応力ードのお状によっては、このパソコンに添付されている力ードホルダーでは固定で 
をない場合びあります。 

1 FeliCa ポートに力ードホルダーをセットします。 



ム FeliCa 巧応力ードは、力ードホルダーに挟みこむようにセツトします。 

カー ドの利用び終了したら、 カー ドを カー ドホルダーから取りがしてください。 



おほいになるラえでのごま意 


• このパソコンの Fel に a ポートは、電波法に基づ<形式指定を受けた誘導式読み書を通信設備です。 
•使用周波数は、13.已已 MHz 帯です。 

• 本機を分解、改造した D 、 お式ま号を消すと、法律により罰せられる事びあ D ます。 

• 周囲で複数の Fel に a ポートをご使用の場合、 Imli (上間隔をあけてお使いください。 

• 近<に同一周波数帯を使用中の他の無線機びないことを確認してからお使い<ださい。 


48 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 









» 障かな？と思った 6 


FeHCa 巧麻カードをラまく読み取れないとさは、自己診断機能を使って、 Fel に a ポートび正常に動作 
しているか確認することびでをます。 

1 画面ち下の通知領域にあるぶ(かざしてナビ）のアイコンをちクリックし、 
表巧されるメニューか百 r 終了 J をクリックします。 

「かざしてナビ」び終了します。 



Z ® (スタート） 一 r すべてのプログラム J 一 rFeliCa ポート J 一 [FeNCa 
ポート自己診斷 J をクリックします。 

自己診断ツー J レび起動します。 


3 画面に表示された内客を確認し、 FeliCa 巧応力ードを FeNCa プラット 
フォームマークの上に置いて、 r 巧へ J をクリックします。 

診断び開始されます。しば6くすると、診断結果び表示されます。 


D 『サポート&サービスのご案内』をご覧になり、「富±通パーソナル製品に関するお問合せ窓□」ま 
たは各ソフトウェアのお問い合わせ窓□にお問い合わせください。 
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1 周辺機器をお使いになる場合.... 
2本体カバーを取り外す/取り付ける 
3 メモ U の増設/交換 . 


_ 第3章 

周远機巧の設置/設定/増設 

周辺機器の使用上の注意やメモ1」の増やし方などを説明してい 
ます。目的に合わせてお読みください。 


2 5 0 
己已6 


51 










周巧な捕;の設置/醜/増設 


周逆機巧をお使いになる場合 


ここでは、><モリなどの周辺機器をお使いになる場合に知っておいていただきたいことにつ 
いて説明します。 

A 警告 

A -周辺機器の取り付けや取り外しを巧ラとさは、パソコン本体および接続されている機器の電源を 
^ 切り、電源プラグをコンセントから抜いた後に行ってください。 

この手順を守らずに作業を行ラと、感電-火災または故障の原因となります。 

〇 •周辺機器のケーブルは、このマニュアルをよく読み、正しく接続してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電■火災の原因となります。また、パソコン本体および周 
辺機器が故障する原因となります。 


周辺機器とは？ 


メモ1」、プリンタ、デジタルカメラなどの装置のことです。パソコン本体内部に取り付けたり、パソ 
コンの各コネクタに接続したりします。 

周辺機器をノ f ソコン本体内部に取り付ける場合は、ノてソコン本体カバーを取り外す必要びあります。パ 
ソコン本体カバーの取りかし方と取り付け方については、 r 本体カバーを取り外す/取り付ける」 
(••► P .55) をご覧ください。また、画面で見るマニュアルでも紹かしています。 

営圃 

^ r 画面で見るマニュアル』 》 p 「000日70」で検索 
一 r 本体カバーを取り外す/取り付ける」 


周辺機器を取り付けると 


メモ U を取り付けてパソコンの処理能力を上げたり、プ U ンタを接続して印刷したりなど、パソコン 
ででをることびさらに広びります。 

また、デジタルカメラで撮影した画像をパソコンに取り込んで 、 E メールに添付したりでをます。 


52 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 










周辺機器を取り付けるには 


周辺機器の取り付けちについて、本マニュアル内では、「メモ1」の増設/交換」 （••►P. 己0)、「メモ U- 
力ードを使5」 （••►P.33) などを記載しています。また、画面で見るマニュアルでも紹介しています。 
お使いになる周辺機器のマニュアルとあわせてご覧ください。 


資圃 

^『画面で見るマニュアル』 

一「已.バソコン本体の取り扱い」または「日.周辺機器の接続」 

r 画面で見るマニュアル J で調べる 

I 表巧される画面の中か百取り付けたい周辺機器をクリックします。 

例えば、プ U ンタを接続する場合は、「6.周辺機器の接続」一「プ U ンタを接続する」をクリツ 
クします。 



(画面は機種や状況により異なります) 



PPOINT 

手順の中に r 動画を見る」といラボタンびあるとき 

ボタンをク U ックすると、インターネットに接続して手順の動画をご覧いただけま 
す。このとき、 FMV ユーザー登録で発行された「ユーヴー登録番号」と r パスワー 
ド」が必要です。ユーザー登録については、0『サポート&サービスのご案内』をご覧 
<ださい。 


周辺機器の取り巧い上のま意 


周辺機器を取り付けるとさは、なのことに注意してください。 

-周辺機器は、鮮社純正品をお使いいただくことをお勧めしまず 

純正品び用意されている周辺機器については、純正品!;(外を取り付けて、正常に動かなかったり、パソ 
コンび故障してち、保証の対象外となります。 

純正品び用意されていない周辺機器については、このパソコンに対応しているかどラかをお使いの周辺 
機器メーカーにご確認ください。 


周辺機器をお使いになる場合 53 




























• 周辺機器に添付のドライバがお使いの Windows にが応しているか確認してください 

お使いになる周辺機器のドライバがお使いの Windows に対応していないと、その周辺機器はお使いに 
なれません。必ずお使いの Windows に対応したちのをご用意ください。 

• ドライバなどがフ□ッピーディスクで添付されている場合 

周辺機器によっては、添付のドライバなどがフ□ッピーディスクで提供されているちのびあります。そ 
の場合は、オプションの FDD ユニット （ USB ) ( FMF □-已 IS または FMFD - 已 1 SZ ) をご購入になり、 
ドライバをインストールしてください。 

- ACPI [エーシーピーアイ]に巧応した周辺機器をお使いくだをい 

このパソコンは 、 ACPI (省電力に関する電源制御規格の1つ）によって電源制御を行っていますので、 
周辺機器ち AC 円に対応している必要びあります。 

ACPI に対応していない周辺機器をお使いの場合は、増設した機器やパソコンが正常に動作しなくなるこ 
とがあります。周辺機器が ACPI に対応しているかどうかは、周辺機器 X — カーにお問い合わせください。 
また、このパソコンの ACPI モードは、ス I 」ープ （ACPI S 3) に設定されています。 

-—度に取り付ける间辺機器は1つだけにしてくだをい 

一度に複数の周辺機器を取り付けると、ドライバのインストールなどが正常に行われないおそれびあり 
ます。1っの周辺機器の取り付けび終了して、動作確認を行ってから、別の周辺機器を取0付けて<だ 
さい。 

• パソコンおよび接続されている機器の電源を切って<だをい 

安全のため、必ず電源プラグをコンセントから巧いてください。パソコンの電源を切った状態でち、パ 
ソコン本体内部には電流び流れています。パソコン本体の電源の切り方については、「電源を切る」 
("► P .19) をご覧ください。 

• 電源を切った直をは作業をしないで<だをい 

電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置び熱くなっています。電源を切り、電源プラグをコンセ 
ントから抜いた後10分ほど待ってから作業を始めてください。 

• 電源ユニットは分解しないで<だをい 

電源ユニットは、パソコン本体内部の背面側にある箱形の部品です。 

• フレキシブルべース{設置台）を取0かしたをは、柔6かい巧の上などで作業して<ださい 

固い物の上に直接置いて作業すると、パソコン本体に傷び付<おそれびあります。 

-内部のケーブル類や装置の扱いに ミ 主意して<だをい 

傷を付けたり、加工したりしないでください。また、ねじったり、極端に曲げたりしないでください。 

-静電気に ミ 主意して<だをい 

内蔵周辺機器は、基板や電子部品びむさだしになっています。これらは、人体に発生する静電気によっ 
て損傷を受ける場含があ0ます。取0扱ラ前に、一度大さな金属質のちのに手を觸れるなどして静電気 
を放電してください。 

• 基坂表面やはんだ付けの部分、コネクタ部分には手を触れないでくだをい 

金具の部分や、基板のふちを持っよラにしてください。 

-周辺機器の電源について 

周辺機器の電源はパソコン本体の電源を入れる前に入れるちのび一般的ですび、パソコン本体より後に 
電源を入れるものもあります。周辺機器のマニュアルをご覧ください。 

-パソコン本が前面に周辺機器を取り付ける場合、フラップは開いた巧態でお使いください 

PC カードや><モ11ーカードなどをセットしたり 、 IEEE [アイト U プルイー]13日4 ( DV ) ケーブル、 
USB [ユーエスビー]ケーブルを接続した状態で無理に閉めよラとすると、 PC カード取り出しボタン 
やメモ U —カード、周辺機器のケーブル、フラップが破損するおそれびあります。 

• ドライバーを用意して<だをい 

パソコン本体の本体カバー、ス□ットカバーや金具などの取り外しには、プラスのドライバーが必要で 
す。 

ネジの頭をつぶさないよラに、ネジのサイズに含ったドライバーをご用意ください。 


厚^ ュ S ァう k 0^^ 品^- ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 
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本体カバーを取りかず/取り付ける 


ここでは、><モリなどパソコン内部に周辺機器を取り付ける場合に必要な本体カバーの取り 
外し方と取り付け方について説明しまず。 


A 警告 

A •本体カバーをあける場含は、パソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグ 
をコンセントから抜いた後、しばらく経ってから本体カバーを開けてください。 

落雷び起さた場含に感電の原因となります。 

〇 •取り外したカバー、キャップ、ネジ、電池などの部品は、ルさなお子様の手の届かないところに 
置いてください。 

誤って飲み込むと窒息の原因となります。万一、飲み込んだ場合は、すぐに医師に相談して < だ 
さい。 

0 - 本体カバーおよび稼動部をあける場含は、お子様の手び届かない場所で行ってください。 

また、作業が終わるまでは大人が機器から離れないよラにしてください。 

お子様び手を触れると、本体および本体内部の突起物でけびをしたり、故障の原因となります。 



A を意 

0 - 本体カバーの取り付け、取り外しを行う隙は、指定された場所故外のネジは外さないでください。 

指定された場所！;!がのネジを外すと、けがをするおそれがあります。また、故障の原因となるこ 
とがお0ます。 

® - 基板表面上の突起物には手を邮れないで<ださい。 

けがをするおそれびあります。また、故障の原因となることびあります。 


が重要 

周辺機器の取り付け手順を印刷しておいて<ださい 

操作の途中で電源を切る必要のある周辺機器については、「画面で見るマニュアル」の該当ペー 
ジの先頭に「このページは印刷しておくと便利です」と記載されています。操作を始める前に、 
「画面で見るマニュアル」の該当ページをプ U ンタで印刷してご覧ください。 

メモ U については、「メモ U の増設/交換」 （••► P .6 日）をご覧ください。 


P POINT 

本体カバーを取りがず/取り付けるときの注意 

-本体カバーを取り外すとさまたは取り付けるとさは、 PC カード取り出しボタンび飛び出して 
いないか確認してください。 

-周辺機器を取り付けるとさは、フレキシブルベース（設置台）を取りがした後、柔らかい巧の 
上などで作業して<ださい。固い物の上に直接置いて作業すると、パソコン本体に傷び付<お 
それがお0ます。 

本体カバーの取り外し手順/取り付け手順の動画を見ることができまず 


ヴポートぺージ （ http :// azby . fmworld . net / suppc ) け/)で、本体カバーの取り外し手順/取り 
付け手順の動画がご覧になれます。 


本体カノ く一を取りがす/取り付ける 55 













本化 カバーを 取りかす 


1 パソコン本体と接続されている周辺機器の電源を切ります。 

パソコン本体の電源の切り方については、「電源を切る」 （••► P .19) をご覧ください。 

ム 電源プラグをコンセントか百巧をます。 

電源を切った直後は、パソコン本体内部の装置が熱くなっています。電源を切り、電源プラグを 
コンセントから巧いた媛10分ほど待ってください。 


が重要 

電源プラグはコンセントか5抜いてください 

パソコン本体の電源を切った状態でわ、パソコン本体内部には電流び流れていま 
す。必ず電源プラグをコンセントからないたことを確認してください。 

3 パソコン本体に接続されている機器をすべて取りかします。 

4 フレキシブルべース（設置台）をパソコン本体か己取りかし、横置きにし 
ます。 

5 パソコン本体背面のネジ （2 ケ所）をプラスのドライバーで回してかしま 
す。 



56 ^ 胃#：手; f ァうレ0113苦マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 














周辺機器の取り付け方は、お使いになる周辺機器によって異なります。本体カバーを取り外した後の 
周辺機器の取り付け方については、印刷した周辺機器の取り付け手順をご覧ください。 


本体:カバーを巧巧の方向に取りかします。 

パソコン本体前面に向けてスライドさせた媛、まっすぐ上に持ち上げてください。 
お使いの機種により、本体カバーの取り外しび硬<感じる場合があ0ます。 



線に合わせます。 




本体カノ く一を取りがす/取り付ける 57 












本なカバーを取り付ける 


1 本体カバーを巧巧の方向に取り付けます。 

本体カバーをまっすぐに下ろし、パソコン本体背面に向けてつをあたるまでスライドさせ、最後 
までしっかりと押し込んでください。 



が重要 

本体カバーを取り付けるとさのご注意 

本体カバーをスライドさせる隙、パソコン本体と本体カバーの間に指を挟まないよ 
ラにを意してください。けがをするおそれびあります。 

ム パソコン本体背面のネジ （2 ケ所）をプラスのドライパーで回して取り付 
けます。 



58 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 























3 フレキシブルべース（設置台）を取り付けます。 

4 パソコン本体に接続をれていた機器をすべて取り付けます。 

5 パソコン本体および接続をれている機器の電源プラグを、コンセントに差 
し込みます。 



本体カバーを取0外す/取り付ける 59 



パソコンに取り付けられるメモ u を増やすことによって、パソコンの処理能力などを上げる 
ことびでさます。ここでは、メモ U を増やすち法について説明します。 


メモリの取り付け場所 


メモリは、パソコン本体内部のメモ1」ス□ットに取り付けます。 



が要なをのを用意する 


メモリ（拡張 RAM [ラム]モジユール） 

FMVDM 1 GKD 1 (1 GB )、 FMVDM 2 GKD 3 (2 GB ) のメモ U び取り付けられます。 


プラスのドライバ ー（ ドライバーサイズ：2番） 

このパソコンのネジを取り外すとさに使います。ネジの頭をつぶさないよラに、ネジのサイズ （ M 3) 
に合ったちのをお使いください。他のドライバーを使ラと、ネジの頭をつぶすおそれびあります。 


60 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 

























メモリの組み合わせ表 


なの表で、メモ1」の容量とメモ1」スロットの組み合わせを確認してください。 

なの表し U 外の組み合わせにすると、ノ f ソコンび正常に動作しない場合びあ D ます。 


■ CE 55 XN , CE 50 XN で 3 GB のメモリを選択した方 


総容量 

メモ U ス □ ット 1 

メモ U ス □ ット 2 

3GB (ご購入時/最大） 

1GB 

2GB 


■ CE 55 XN , CE 50 XN で 2 GB のメモリを選択した方 



総容量 

>< モ 11 ス □ ット 1 

メモ U ス □ ット 2 

2GB (ご購入時） 

1GB 

1GB 

3GB 帰大） 

1G 巨 

2G 目跑 


を：あ白かじめ取 D 付け白れているメモ IJ を交換します。 


■ CE 50 X 9 をおほいの方、 CE 55 XN , CE 50 XN で1 GB のメモリを選巧した方 


総容量 

メモ U ス □ ット 1 

メモ U ス □ ット 2 

1GB に購入時） 

1G 巨 

- 

2GB 

1GB 

1GB 

3GB (最大） 

1GB 

2GB 
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メモリの取り扱い上のミち意 


A 言口 

A - メモ I 」の取り付けまたは交換を行ラとをは、バソコン本体および接続されている機器の電源を切 
^ り、電源プラグをコンセントから巧いた後に行ってください。 

この手順を守らずに作業を行ラと、感電-火災または故障の原因となります。 


A ミ主意 

0 - メモ U の取り付けまたは交換を行うとさは、指定された場所しが1•のネジは外さないでください。 

指定された場所!;■(がのネジを外すと、けびをするおそれびあります。また、故障の原因となるこ 
とびあ0ます。 

® - 基板表面上の突起物には手を触れないで<ださい。 

けびをするおそれびあります。また、故障の原因となることびあります。 

0 - 取り外したメモ U はルさいお子様の手の届かないところに置いてください。 

お子様び手を触れたり、□に入れると、けびをするおそれびあります。また、故障の原因となる 
ことびあ0ます。 


メモリを取り付けるとをのを意 

• メモ1」を取り付けるとをは、メモ1」の差し込み方向をお確かめのラえ、確実に差し込んでください。 
誤ってメモ1」を逆方向に差したり、差し込みび不完全だったりすると、故障の原因となることびあ 
ります。 

• メモリは、静電気に巧して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった静電気により破壊さ 
れる場合びあります。メモ1」を取り扱ラ前に、一度金属質のちのに手を触れて、静電気を放電して 
<ださい。 

• メモ1」は何度も抜を差ししないでください。故障の原因となることびあります。 

• メモ1」の表面の端子やに部分に触れて押さないでください。また、メモ1」に強い力をかけないよ 
ラにしてください。 

• メモ1」びラまく取り付けられないとをは、無理にメモ1」を取り付けず、いつたんメモ1」を抜いてか 
ら再度メモ1」を取り付け直してください。 

• メモ1」は下図のよラに両手でふちを持ってください。金色の線び入っている部分（端子）には、絶 
巧に手を触れないでください。 

この部分には手を fi 虫れないでください。 



• メモ1」を取り付けるとをは、フレキシブルベース（設置台）と本体カバーを取 D かした後、柔らか 
い巧の上などで作業してください。固い物の上に直接置いて作業すると、パソコン本体に傷び付く 
おそれびあります。 


62 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 








メモリを増やす 


ここでは、メモ1」を増やすち法を説明します。 

P POINT 

メモリの取り付け手順の動画を見ることげできまず 

ヴポートぺージ （ http :// azby . fmwc ) rld . net / support /) で、><モ11の取り付け手順の動画びご 
覧になれます。 

1 r 本体カパーを取り外す J (•♦ P .5 百）をご質になり、本体カバーを取り外 
します。 

Z メモリの取り付け場所とメモリ容量の組み合わせを確認します。 

メモ U の取り付け場所については、「メモ U の取り付け場所」 （••► P . 日 0) をご覧ください。 

メモ U の容量と組み含わせについては、「><モ U の組み含わせ表」 （••► P .61) をご覧ください。 

あ6かじめ取り付け6れているメモリを新しいメモリに交換ずる場合は手順3へ、メモリを追加ずる 
場合は手順5へ進んで < ださい。 

〇 取りかしたいメモリのメモリス□ツトの両側のレバーをか側に開をます。 



(これじ(降のイラストは機種やが況により異なります) 
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周囲の部品に当た百ないよ 5 にを意しなび己、メモリを上に引を巧をま 
す。 



5 巧!しいメモリをメモリス□ットに差し込みます。 

手順3でメモリを取りかした場合は、メモリスロット1、メモリス□ット 
2の順に差し込みます。 

端子に切り込みび入っている部分から端までの距離が長いほうをパソコン本体背面側に向けて、 
周囲の部品に当たらないようにミち意しなびら、メモ U ス□ットの上からまっすぐ下に差し込んで 
ください。 

><モリわソモ U ス□ットに差し込まれると、ス□ット両側のレバーび自動的に閉じて、><モリが 
□ックされます。 

必ず、><モリび□ックされたことを確認してください。 



^ ® 厚^ュ S ァう k -ュァル ►► このマニュアルの巻頭でご案内しています。 





















が重要 

メモリを取り付けるとをは 

-端子やにに触れないよラにして、両手でメモ U のふちを持って取り付けてくだ 
さい。 

-メモ U の表面の端子やに部分に觸れて押さないでください。また、メモ U に強 
い力をかけないで < ださい。 

-メモ U びうまく取り付けられないときは、無理に><モリを取り付けず、いったん 
メモ U をないてから再度メモ U を取り付け直してください。無理に ><モリを取り 
付けよラとすると、><モリやコネクタび破損する原因となります。 

メモリの向をについて 

><モリの方向をよく確認して正しく差し込んでください。無理に差し込むと故障の 
原因となります。 



〇 r 本体カバーを取り付ける J (••► P .58) をご覧になり、本体カバーを取り 
付けます。 

続いて、メモ U び正しく取り付けられたかメモ U 容量を確認しましよラ （••► P . 日己)。 
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メモ u 容量を確認する 


メモ1」を取り付けた後、増やしたメモ1」び使える状態になっているかを確認してください。 

必ず、本体カノ（一を取り付けてから確認作業を行ってください。 

1 パソコン本体の電源を入れます。 

「電源を入れる」 （••► P .17) をご覧ください。 

P POINT 

画面に何ち表示されないときは 

メモ U が正し<取り付けられていないと、パソコンの電源を入れたとさ画面に何ち表 
示されない場合びあります。 

その場合は、パソコン本体の電源ボタンを4秒故上押し続けてパソコンの電源を切 
り、電源プラグを巧いた後、メモ U を取り付け直してください。 

ム @(スタート）一 r コントロールパネル J 一 r システムとメンテナンス J 
- r システム J の順にクリックします。 

〇 丸で囲んだ部分の数値び、増やしたメモリの分だけ増えているかを確認し 
ます。 



メモリ容量 


(画面は機種や状況により異なります） 

><モリ容量の表示はお使いのパソコンによって異なります。 

このパソコンでは><モリの一部をグラフィック用><モリとして使用するたが、実隙のメモ U 容量 
より少なく表示されます。 

お使いのシステム構成によっては、さらに1〜 2 M 目少なく表示される場合があります。 

勺 @をク y ックします。 


66 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 












メモ u 容量の数値が増えていなかった場含は、次のことを確認して<ださい。 
• 増やしたメモ U がこのパソコンで使える種類のちのか 
「必要なちのを用意する」 （••► P .60) 


• メモ U がメモ U ス□ットにさちんと差し込まれているか 
「メモ U を増やす」 （••► P .63) 

• 正しいス□ットに取り付けられているか 
「メモ U の取り付け場所」 （••► P .60) 


• メモ U を正し<組み含わせているか 
「><モ U の組み合わせ表」 （••► P .61) 
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お手入れ 


FMV のお手入れ 


ここでは、 FMV を快適にお使いいただくための、曰ごろのお手入れについて説明します。 


A 警告 

A -お手入れをする場含は、パソコン本体および接続されている機器の電源を切り、電源プラグをコ 
^ ンセントから抜いた後に行ってください。 

この手順を守らずに作業を行ラと、感電-火災または故障の原因となります。 


パソコン本なおよび添付品のお手入れ 


が重要 

次のちのは使わないで<ださい 

シンナーやベンジンなどの揮発性の強いちのや、化学ぞラさんは絶対に使わないでください。 
アルコール成分を含んだ市販のク U —ナーは使わないで<ださい。 


フレキシブルベース（設置台）やパソコン本体の通風孔、およびパソコン本体内部にほこりがたまら 
ないよラに、定期的に清掃してください。 

パソコン本体の通風孔やパソコン本体内部は、掃除機を使ってほこりを吸い取ってください。 

パソコン本体やディスプレイ（ディスプレイび添付されている機種)、マウス、キーボードなどの巧れ 
は、乾いた柔らかい巧で軽く拭を取ってください。 

ミちれびひどいとさは、水または中性洗剤を含ませた巧を固く絞って、拭を取ってください。中性洗剤 
を使って拭いた場合は、水に浸した巧を固く絞って、中性洗剤を拭を取って<ださい。また拭を取る 
とさは、パソコン本体やディスプレイ（ディスプレイび添付されている機種)、マウス、キーボードに 
水び入らないよ5充分注意してください。 

キーボードのキーとキーの間のほこ D などを取る場合は、ゴ5を吹を飛ばすのではなく、筆のよラな 
先の柔らかいちのを使ってゴ5を取ってください。ゴ5を吹を飛ばすと、キーボード内部にゴ5び入 
り、故障の原因となる場合びあ D ます。また、掃除機などを使って、キーを強い力で引っ張らないで 
<ださい。 


70 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 









液晶ディスプレイのお手入れ 


液届デイスプレイび添付されている機種のみ 


• 液晶ディスプレイの巧れは、ガーゼなどの乾いた柔らかい巧で軽<拭を取って<ださい。 

• 液晶ディスプレイの画面部分は、水および中性洗剤を使わないで<ださい。 

• 化学ぞラさんや市販ク1」ーナーはし U 下の成分を含んだちのびあり、画面の表面コーティングや力 
ノ（一を傷つける場合びありますので、ご使用を避けてください。 

-アルカ U 性成分を含んだちの 
-界面活性剤を含んだちの 
-アルコール成分を含んだちの 
-シンナーやベンジンなどの揮発性の強いちの 
-研磨剤を含んだちの 

詳しくは、なのマニュアルをご覧ください。 

貸圃 

^『画面で見るマニュアル』 》 P 「000已〇0」で検索 

一「液晶ディスプレイ」 



CD / DVD ドライブのお手入れ 


市販のク U - ニングディスクやレンズク U - ナーを使ラと、逆にゴ5を集めてしまい、 CD / DVD ドラ 
イブのレンズび巧れてしまラ場合びあ D ます。故障の原因になりますので絶対に使わないでください。 
ラまく読み取れない場合には、ディスクの指紋、ほこりなどのちれを拭を取ることで改善されること 
びあ0ます。 

拭を取り方法はディスクの種類により異なります。詳しくはディスクの説明書/レーベル等をご覧く 
ださい。 


FMV のお手入れ 71 






パソコン本な内部や通風? L のお手入れ 


パソコン本体の通風孔や内部にほこりびたまると、故障の原因となります。 

ほこりの堆積量は、お客様の環境によって異なります。なの清掃ち法に従って、1ヶ月に1度程度掃 
除して < ださい。 

化要なをのを用意する 

-掃除機 
-綿手袋 

• プラスのドライバー(ドライバーサイズ： 2ま） 


清掃方法 


が重要 

電源プラグはコンセントか S 抜いてください 

感電のおそれびありますので、清掃前にはおずバソコン本体や周辺機器の電源を切0、コンセ 
ントから電源プラグをあいてください。 

充分に換気してください 

清掃時には、ほこりなどを□や鼻か6吸い込まないように、窓を開けたり、換気扇を回したり 
するなどして、充分に換気してください。 

本体カバーや CPU [シーピーユ ー] フアンを取り外ずとき ぶ 

本体カバーや CPU フアンを取り外すとさは、指をはさまないように気をつけてくださ 

また、 CPU 付近は高温になりますので、電源を切った後、10分!;(上経ってか6作業 
をして<ださい。やけどをするおそれびあります。 

パソコン本体内部の部品には触れないでください 

故障の原因となりますので、 CPU フアンの羽根およびその他のバソコン本体内部の部品には極 
力手を触れないでください。 

また、掃除機の吸引□をバソコン本体内部の部品に当てないでください。 

巧のことにごま意ください 

-洗剤は使用しないでください。 

-清掃時に破損した場合、な証期間にかかわらず修理はち償となります。取り扱いについては、 
充分ごを意ください。 

パソコン本体内部は静電気に巧して弱い部品で構成されていまず 

バソコン本体内部は、静電気に巧して非常に弱い部品で構成されており、掃除機の吸引□や人 
体にたまった静電気によって破壊される場合びあります。 

バソコン本体内部のお手入れをする前に、一度金属質のちのに手を触れたり金属質のちのに掃 
除機の吸引□先端を触れさせたりして、静電気を放電してください。 


72 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 












r 本体カパーを取り外す j (••► P .56) をご覧になり、本体カパーを取り外 
します。 


CPU フアンの両側のレバー （2 ケ所）をかします。 

レバーを下に巧してツメからがし、上に持ち上げます。 



CPU フアンのか巧フレームを持つて、 CPU フアンをヒートシンクか百取 
りかします。 

CPU フアンを持つ際は、 CPU フアンの羽に触れないようにしてください。 
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4 取りかした CPU ファンを、電源ユニットまたはファイルラック部に載せ 
ます。 

CPU ファンのケーブルびなけないよラにを意してください。強く引っ張るとケーブルびなけて 
しまいをす。 



5 掃除機でヒートシンク上のほこりを直接のい取ります。 

ヒートシンクに掃除機の暇引□を強くぶつけたり、綿棒や m 楊枝を使ってほこりを取ったりしな 
いでください。ヒートシンクび変形する可能性があります。 



厚^ュ S ァう k 0^^品^-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 





























続いて、電源ユニットやヒートシンク周辺のほこりを掃除機で吸い取0ます。 


掃除機で 

吸い取る 



が重要 

周辺の電気部品に触れないでください 

故障の原因となりますので、ヒートシンク周辺の電気部品には触れないよラにごを 
意ください。 


CPU フアンのラベルびある面を表側に向け、 CPU フアンのケーブルが切 
り巧け部分か百かれていないことを確認します。 




ヶーブルが切り欠け部分に入っている ヶーブルが切 D 欠け部分から列れている 

少しでちがれている場合は、外れているケーブルを切り欠けの中に入れてください。 
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7 CPU フアンを、ヒートシンクの上に置をます。 

ラベルがない面を表側に向け、ヒートシンクのツ>< (2 ヶ所）に CPU フアンのフレームを差し 
込んでから下に降ろしてください。 

なお、 CPU フアンを降ろす隙にケーブルをはさんでいないことを確認してください。 



8 CPU フアンの両側のレバーを下に脚し、 CPU フアンを固定します。 

レバーで CPU フアンをしっかりと押さえてから、レバーをツメに掛けます。 



厚^ュ S ァう k 0^^品^-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 





































CPU フアンのケーブルコネクタがかれていないことを確認します。 

少しでち外れている場合は、「ケーブルコネクタが外れている場含」 （••►P.78) をご覧になり、 
しっかり取り付けてください。 



10 r 本体カパーを取りけける J ("► P .58) をご覧になり、本体カバーを取り 
付けます。 

11 パソコン本体の電源を入れ、 Windows び起動することを確認してくださ 
し、。 

「電源を入れる」 （••►P.17) をご覧ください。 


P POINT 

Windows び起動せずにメッセージび表示されたり、パソコン本体か5異常な音び発生したり 

したとさは 

CPU フアンのケーブルコネクタび外れていたり半抜けになっていると、パソコンの電源を入れた 
とをに、画面にメッセージび表示されることびあります。また、 CPU フアンびしっかりと固定さ 
れていない場合は、パソコン本体から異常な音が発生することがあります。 

このよラな場合は、パソコン本体の電源ボタンを4秒故上押し続けてパソコンの電源を切り、本 
体カバーを取り外してください。その後、 CPU フアンやケーブルコネクタびしっかりと固定され 
ていることを確認してください。 

それでちメッセージが表示されたり、異常な音が発生し続けたりする場合は、「富±通パーソナル 
製品に関するお問合せ窓□」、またはご購入元にご連絡ください。 
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ケーブルコネクタびかれている場合 


ヒートシンクのお手入れをしている途中で CPU フアンのケーブルコネクタび少しでち外れてしまつた 
場合は、しっかり取り付けてください。 


1 i 願力ー ド取り付けを具を取りかします。 

拡張カード取り付け金具 



ム ま柱を具を取りかします。 

レノ（一を巧しなびら支せ金具をノ くソコン本体前面側にスライドさせ、ノ f ソコン本体の了と支せ金 
具の i の位置び合つたら、支せ金具を持ち上げてください。 


レバー 



^ H 貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 






























CPU フアンのケーブルコネクタの向をにを意して、まっすぐ巧まで巧乂 
します。 



支柱を具をパソコン本体に取りけけます。 

バソコン本体の了と支柱金具の i を合わせて取り付け、バソコン本体背面側にスライドさせてく 
ださい。 
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5 拡張力ード取りけけを具を取りけけます。 



この後は、「パソコン本体内部や通風孔のお手入れ」 （••► P .72) の手順10へ進んでください。 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 





















仕様-覽 


1パソコン本体の仕様 
2その他の仕様 .... 


次の表は各機種ごとの特徴を示しています。詳しい仕様については、なページからの 
仕様一覧をご覧<ださい。 


製品名称 

ディスプレイ 

リモコン 

テレビチューナー 

無線 

LAN 

モデム 

アナ□グ 

地上 

デジタル 

巨 S • CS 

デジタル 

CE 已已 XN 

]9型ワイド/なし 

X 

X 

X 

X 

A 

X 

CE 已 0X9 

] 日型ワイド 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

CE 已 0XN 

] 日型ワイド/なし 

X 

X 

X 

X 

A 

X 


〇 :添付または搭載 、 A :機能を選択した場合に添付または搭載 、X :非添付または非搭載 


語 























パソコン本体の仕様 


製品ち疏 

FMV-DESKPOWER 

CE50X9 

CPU 

インテル® CoreTM2 Duo E4400 

2GHz 

キャッシュメモ U 

1;欠： 32KB 命令X 2 + 32KB データ x 2、2次： 2M 日 (CPU 内蔵） 

チップセット 

インテル® G 目目巳 Express チップセット 

システム-バス 

80己 MHz 

メインメモリを！ 

標準 1G 日 （PC2 -己300デュアルチャネル DDR2 SDRAM DIMM) ECC なし最大36日を9 

メモリス□ット 

X 2 (空きス n ット X 1) 

表 

示 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

インテル®グラフィックス- 乂ディア‘ アクセラレーター X3 日日日（チップセットに内蔵） 

ビデオメモリ 

最大24白 MB (方インメモリと共用）を3 

ディスプレイを® 

19型ワイド液晶（スピーカー内蔵） 

辭像度/発色数 

最大1440 X 90日ドット/最大1677万色をフ 

フロッピーディスク 
ドライプま8 

FDD ユニット （ USB ) (別売） 

A — ドディスク 
ドライブま 9 

32日 G 巨（シ1」ア J レ ATA/30 日） を 1〇 

CD/DVD ドライプ 

スーパーマルチドライプを11 

才 

斗 

才 

機 

能 

オーディオコント 
n - ラ 

チップセット巧蔵+ High Definition Audio コー デック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大 192kHz、 24ビットステレオ（再生時）をに 
サンフリング周波数最大 48l<Hz、 1目ビットステレオ（録音時） a 心 
同時録音再生対応 

MIDI 再生機能 

日 S 標準機能にてサポート 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1 00日日 ASE-T/10 日日 ASE-TX/1 白巨 ASE-T 準拠^ 13 

イ 

ン 

夕 

1 

フ 

X 

ス 

PC 力ード 

PC Card Standard 華拠 Type I / 口 x 1ス n ット CardBus 対応） 

S □メモ1」ーカード/ 
メモ U —スティック 
/ XD - ピクチャー 
力-ドま 16 

XI ス□ット 

ディスブレイ 

アナ□グ RGB S 二 D-SU 日1曰ピン 

キーボード 

PS /2 準拠 Mini-DIN 目ピン x 1(キーポード用） 

US 巨を17 

US 巨2.日華拠 X 目（前面 X 2、背面 X 4) 

IEEE 13目4 CDV) 

4ピン X 1 CS400) 

LAN 

RJ-4 已 X 1 

オーディオ 

マイク：ゆ3.已 mm ミニジャック（入力：1日日 mV 政下、入カインピーダンス (AC) lOkO LiLL (DC) 
2kn 於上）、ヘッドホン： 03.5mm ステレオ-ミニジャック（出力：1 mW 切上、負荷インピーダンス 
320). 光デジタルオーディオ出力：角あ、ラインイン：の3.已 mm ステレオ-ミニジャック、ラインアウ 
卜：¢3.巳 mm ステレオ -ミニジャック 

拡張ス n ット数 

PCI X 1、 PCI Express xl 6 x i a 18 

電源/周波数 

ACIOOV 50/6 日 Hz (入力波形は正弦波のみサポート） 

消 

費 

電 

力 

; ち 1 日 

電源 OFF 時を 2D 

3W 政下 

動作時 

通常約 SOW、 

最大 234W、 

スタンバイ時約 3W 
ディスプレイ消費電力：最大 38W 

省エネ法に基づくエネル 
ギー消費効率 21 

j 区分日.日日13 CAA) 注吕？ 


バソコンの仕様は、改善のために予告な<変更することびあ0ます。あ6かじめご了承<ださい。 
ま記については、「仕様一覧のま記について」 （••►P. 目目）をご覧ください。 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 










































製品ち称 

FMV-DESKPOWER 

CE50X9 

外あ寸法 

縦置さ時 W 190 X D 368 X H 3 目巳 mm (突起部含まず） 

(フレキシブルべース（設置台）を除いた場合： W 89 X D 368 X H 34 日 mm ) 

横置き時 W 441 X D 368 X H 114 mm (突超部含まず） 

(フレキシブルべース（設置台）を除いた場合： W 340 X D 368 X H 89 mm ) 

質量 

約8.巳 k 呂 

盗難防止用 n ック取0付け 
巧 

あ0 

温湿度条件 

温度10〜3已て:/湿度2日〜 80 %RH (動作時)、 

温度-1〇〜60で/湿度2日〜900 /oRH (非動作時） 

(ただし、動作時、き趕 i 作時とわ結露しないこと） 

プレインストール日 S なの 

Windows Vista Home Premium 正規版 （DirectX 1日対応） 

サポート 0 S 注吕3 

Windows Vista Ultimate 正規版 、 Windows Vista Home Premium 正規版 


パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 
を記については、「仕様一覧のを記について」 （••► P . 日日）をご覧ください。 
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製品ち祝 

FMV-DESKPOWER 

CE55XN 

FMV-DESKPOWER 

CE50XN 

CPU 

インテル® Co 「 eTM 2 Duo E 6600 

インテル® CoreTM 2 Duo E 4400 

2.40白 Hz 

吕 GHz 

キャッシュメモ1」 

1次： 3吕 K 巨命令 X 2 + 3吕 K 巨データ X 2、 

2次： 4 MB に PU 内蔵） 

1次： 32 KB 命令 X 2 + 32 K 巨データ X 2、 

2次： 2 MB に PU 内蔵） 

チップセット 

インテル® G 日目巳 Express チップセット 

システム-バス 

1066 MHz 1 80己 MHz 

メイン;><モリま 1 ★ 

標華1白己/2白巨/ 3 G 曰 

( PC 吕-已3日0デュアルチャネル DDR 2 SDRAM DIMM ) ECC なし最大32巨ま2 

メモリス□ット 

X 2 (空きス□ット X 1 ) /X 2 (空きス□ットなし） 

表 

示 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 女 

グラフィックカード（追加なし）：インテル®グラフィックス- 巧ィア- アクセラレーター X 300 日 
(チップセットに内蔵）/グラフィックカード（追加）： NVIDIA ® GeForce ® 730日 LE 

ビデオメモ |」女 

グラフィックカード（追加なし）：最大24日 MB (メインメモリ 1 GB 搭載時）/ 

最大3巳 8 M 己（メインメモ U 2 GB な上搭載時）/ 

グラフィックカード（追力日）： 128 MB を4 (;> (イン方モ U と共用）ま n 

ディスプレイを 6女 

1白型ワイド液晶（スピーカー内蔵）/なし 

辭像度/発色数 女 

グラフィックカード（追加なし）： 

19型ワイド液晶：最大1440 X 900ドット/最大1日77 万色'王/ 

ディスプレイなし：最大16日日 X 120〇ドット/最大1目77万色ま7 
/ 

グラフィックカード（追力日）：19型ワイド液晶：最大144日 X 900ドット/最大1目77万色を7 
ディスプレイなし：最大192日 X 120〇ドット/最大1目77万色ま7 
(アナ□グ RGB /デジタルディスプレイ共通） 

フロッピーディスク 
ドライブま 8 

FDD ュニット （ USB ) (別売） 

A — ドディスク 
ドライブを 9女 

320 GB / 已日日 G 己（シリア J レ ATA /30 日）ミ主1° 

CD / DVD ドライブ 

スーパーマルチドライブを 11 

才 

イ 

才 

機 

能 

オーディオコント 
□- ラ 

チップセット内蔵+ High Definition Audio コー デック 

PCM 録音再生機能 

サンプリング周波数最大 192 kHz 、 24ビットステレオ（再生時）を1 己 
サンフリング周波数最大 48 kHz 、 16ビットステレオ（録音時）ま1吕 
同時録音再生対応 

MIDI 再を機能 

日 S 標準機能にてサポート 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1 000 BASE - T /1 00 BASE - TX /1 白 BASE-T 準拠な13 

無線 LAN を 14女 

IEEE 802.1 la ( J 己 2/ W 已 2/ W 已 3) 華拠、 IEEE 802. 11 b 準拠、 

IEEES 日 2.1 1呂準拠 （ Wi - Fi ® 華拠）ま , 己/なし 

斗 

ン 

夕 

フ 

X 

ス 

PC 力ード 

PC Card Standard 華拠 Type I / 口 x 1ス n ット CardBus 対応） 

S □メモ1」ーカード/ 
メモ U —スティック 
/ XD - ピクチャー 
力-ドミち 16 

XI ス n ット 

ディスプレイが 

グラフィックカード（追加なし）：アナ□グ RGB ミニ D - SUB 1巳ピン/ 

グラフィックカード（追力の：アナ n グ RGB ミニ D - SUB 1已ピン、 

デジタルディスプレイ （ DVI - I 準拠）2白ピン 

キーボード 

PS /2 準拠 Mini - DIN 目ピン x 1(キーボード用） 

US 巨も7 

US 巨 2.0 準拠 X 6 (前面 X 2、背面 X 4) 

IEEE 13目4 CDV ) 

4ピン X 1 ( S 4 白白） 

LAN 

RJ -4 巳 X 1 

オーディオ 

マイク：03.巳 mm ミニジャック（入力：1日日 mV 政下、入カインピーダンス ( AC ) lOkO 政上 （ DC ) 
2 kn な上）、へッドホン：03.巳 mm ステレオ-ミニジャック（出力：1 mW iU 上、負荷インピーダンス 
320). 光デジタルオーディオ出力：角お、ラインイン：¢3.已 mm ステレオ-ミニジャック、ラインアウ 
卜：ゆ3.巳 mm ステレオ- S ニジャック 

拡張ス n ット数 ★ 

PCI X 1触 線 LAN (★) 搭載 )、 PCI Express x 16 x 1(グラフィックカード専巧 (★)) 

電源/周波数 

AC 100 V 巳日/目日 Hz (入力波おは正弦波のみサポート） 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト rWEB MART (ウェブマート)」でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したちのをご覧 < ださい。 

パソコンの仕様は、改善のために予告な<変更することびあ0ます。あらかじめご了承<ださい。 

ま記については、「仕様一覧のを記について」 （••► P . 目日）をご覧ください。 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 






































製品ちが 

FMV-DESKPOWER 

CE55XN 

FMV-DESKPOWER 

CE50XN 

消 

費 

電 

力 

を 19 

電源日 FF 時を W 

3 WiU 下 

動作時 

通常約 60 W 、 

最大 234 W 、 

スタンバイ時約 3 W 
ディスプレイ消費電力： 

1目型ワイド液晶最大 38 W 

通常約已日 W 、 

最大 234 W 、 

スタンバイ時約 3 W 
ディスプレイ消費電力： 

1白型ワイド液晶最大 38 W 

省エネ法に基づくエネル 
ギー消費効率21 

j 区分日.000白0 ( AAA ) を22 

j 区分 0.0011 ( AA ) を己吕 

外あ寸法 

縦置き時 W 19 日 X D 368 X H 3 目已 mm (突起部含まず） 

(フレキシブルべース（設置台）を除いた場合： W 89 X D 3 巨8 X H 34 日 mm ) 

横置さ時 W 441 X D 368 X H 114 mm (突超部含まず） 

(フレキシブルべース（設置台）を除いた場合： W 吕4日X D 368 X H 89 mm ) 

質量 

約8.日 k 呂 

盗難防止用 n ック取り付け 
巧 

あ0 

温湿度条件 

温度10〜3已ご/湿度2日〜80 口 / oRH (動作時)、 

温度-10〜目〇で/湿度2日〜900 /oRH (非動作時） 

(ただし、動作時、き趕 1) 作時とわ結露しないこと） 

プレインストール日 S をの 

Windows Vista Home Premium 正規版 (DirectX 10対応） 

サポート 0S 注吕3 

Windows Vista Ultimate 正規版 、 Windows Vista Home Premium 正規版 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト rWEB MART (ウェブマート)」でのみご購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したをのをご覧ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承くださし)。 

を記については、「仕様一覧のを記について」 （••► P . 日日）をご覧ください。 
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仕様一覧のま記について 


注1:ビデオメモリなどと共有しているため、「コント□—ルパネル」の「システムとメンテナンス」の「システム」では、搭載メモ U サイスより少 
な < 表示されます。 

ビデオメモ U の使雨量は、最大24目 MB (メインメモ I 」び 2 G 目凹上搭載時は最大3已 8 M 日）です。なお、ディスプレイドライバの更新によ 
り、ビデオメモ U 容量の最大値び変わる場合があります。あらかじめご了承ください。 

を2 : ■このバソコンに取り付けるメモ U は、 PC 2 -日300対応 （ DDR 2) のちのをお使いください。 

-合計で 2 G 日を超えるメモ U を搭載した場合は、完全メモ U ダンプを植巧でさません。 

ミ主3 : - Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( Intel ® DVMT ) により、バソコンの動作状況によってビデオメモ U 容量び変化します。ビ 

デオメモ IJ の容量を任意に変更ずることはでさません。 

メインメモリ 2 G 日な上搭載時は最大3已 8 M 日です。 

-ディスプレイドライバの更新によ0、ビデオメモ U 容量の最大値び変わる墙合びあ0ます。あらかじめご了承<ださい。 

ミ主4 :専用ビデオメモ U ]28 M 目の他に、メインメモ U の一部をビデオメモ U として使用します。その容量はメインメモ IJ の容量により変化します。 

を已： ■ Intel ® Dynamic Video Memory Technology ( Intel ® DVMT ) により、バソコンの動作が況によってビデオ式モ U 容量び変化します。ビ 
デオメモ IJ の容量を任意に変更ずることはでさません。 

-ディスプレイドライバの更新によ0、ビデオメモ U 容量の最大値び変わる墙合びあ0ます。あらかじめご了承<ださい。 

ミ主日：-液晶ディスプレイは非常に精度の高い技術で作られておりますび、画面の一部に点灯しないドットや、常時点巧するドットびを在する場合び 
あります（有効ドット数の割合は日9.99%な上です。有効ドット数の割合とは r 対応するディスプレイの表示しうる全ドット数のラち、表 
お可能なドット数の割合」を示していまず）。これらは故障ではありません。交換■返品はおをけいたしかねますのであらかじめご了承くだ 
さい。 

■このバソコンで使用している液晶ディスプレイは、製造工程により、甚製品で色合いび異なる場をびあります。また、温度変化などでをがの 
色むらび発生ずる屬合びありまず。これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 

吿 1 :グラフィックアクセラレータの出力する最大発色数は1日77万色ですび、液晶ディスプレイではディヴ U ング機能によって、擬似的に表現さ 
れまず。 

ミ主日:■このパソコンにはフロッピーディスクドライプは内蔵されていません。オプション品の FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 已 IS または FMFD - 
已 1 SZ ) をお買い求めの上、お使い< ださい。 

なお、 FDD ユニットの接続と取 D 外しは、必ず電源を切った状態で行って < ださい。 

■ FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 己] S または FMFD - 已 IS 之）を接続すると、デスクトップの ifc (コンピュータ）内にドライプび表示され、 
フロッピーディスクドライプとして使ラことびでさます。 

■ FDD ユニット （ USB ) ( FMFD - 已 IS または FMFD - 已 1 SZ ) では、巧のフ□ッピーディスクは使用できません。 

-日 ASYS で:書フ□ッピィ 

- 640 K 日で フオーマットしたフ□ッピーディスク 

■ FDD ユニット （ USB ) 0= MFD - 日 IS または FMFD - 已 1 SZ ) では、巧のフ□ッピーディスクは、データの読み書きはできますび、フォーマッ 
卜はでさません。 

- 1.2 已 M 巨でフオーマットしたフ□ッピーディスク 
- 1.23 M 日でフォーマットしたフ□ッピーディスク 

- 720 KB でフオーマット した フ□ッピーディスク 

ミ主日:このマニュアルに記載のディスク容量は、 IM 巨二1000み yte 、 1 G 巨二100が byte 換算によるものです。 

Windows 上で] M 巨二102が byte 、1 G 巨二1024 dbyte 換算で表示される容量ま、このマニュアルに記載のディスク容量よりがなくなります。 
ま10 :このバソコンは Windows RE 領域に約 ] GB の領域が占有されています。 

そのため、「コンピュータ」のハードディスクの総容量は、マニュアルの記載よりを約 1 GB かなく表示されます。 

なお、八ードディスクの区画の数や種別を変更したり、外付けドライブを接続した状態では、「トラブル解決ナビ」び正常に動作しなくなりま 
す。ご了承くださレ。 

ま11:ドライブの主な仕様は次の通りです。 

なお、さ数値は仕様上の最大限であり、使用メディアや動作環境によって異なる場合びあります。 


CD/DVD 

読出速度（最大） 

書込速度（最大） 

書換速度（最大） 

CD-ROM 

40倍速 

- 

- 

CD-R 

40お速 

40お速 

- 

CD-RW 

24お速 

10倍速 

…ぉ速 

DVD-ROM 

1巳倍速 

- 

- 

DVD-R 

10倍速 

1白倍速 

- 

DVD-R DL 

8倍速 

4お速 

- 

DVD-RAM 

已倍速 （4.7 G 巨/日.4白 B ) 

已倍速 （4.7 G 巨/曰.4白巨） 

已倍速 （4.7 白 B / 日. 4 G 目） 

DVD - RAM 2 

12お速 C 4.7 G 曰/曰. 4 G 巨） 

12倍速 （4.7 G 巨/曰.4白 B ) 

に倍速 (4.7 GB /9.4 GB ) 

DVD-RW 

8倍速 

曰倍速 

6倍速 

DVD+R 

10倍速 

1白倍速 

- 

DVD+R DL 

8倍速 （8 .巳 G 目） 

8倍速 （8 .已 G 巨） 

- 

DVD+RW 

8倍速 

日お速 

8倍速 


ま12:使用できるサンプ U ングレートは、ソフトウェアによって異なります。 

ま13 :このバソコンには！日日0巨 ASE - T の LAN び搭載されています。 

このパソコンの LAN 機能は、100 BASE - TX の次期規格として規定される1 000 BASE - T に対応し、1 Gb 日 s (1000 Mbps ) の高速なデー 
夕通信をサポートします。 

また、従来の100 BASE - TX 、1日 BASE - T もサポートしているため、通信速度の自動認識を行い、既存の□—カル•エ U ア•ネットワーク 
( LAN ) にそのまま接続することびでさます。 


86 ^ 胃#： 争; f ァうレ 011 f?? ニュァル ►► この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 




















注 14 : 


ま1己： 
ま1日： 


ま17 : 
ま18 : 
ま1日： 
ま20 : 

ま21: 
を22 : 

を23 : 


- Super AG ™ に対応しております 。 Super AG ™ は Super AG ™ に対応した無陳 LAN アクセスポイントとの通信を行うときのみ利用で 
さまず。 

-無 g LAN の仕様については、次のマニュアルをご養ください。 

^『画面で見るマニュアル』 》 P 「0 日2日日0」で検索 
一「無線 LAN の仕様」 

Wi - Fi ® 準拠とは、無撼 LAN の相互接続性を保証ずる団体 「 Wi-Fi Alliance ®」 の総合接続性テストに合格していることをおします。 

■SD メモ U — 力ード、メモリースティック、 xD - ピクチャーカードの同時使巧はできません。 

-すべての SD ;< モリーカード、メモリースティックや xD - ピクチャーカードの動作を保証ずるちのではありません。 

■メモ U - スティック、；<モリースティック PRO 、 メモ U - スティック Duo などのメモリースティックでは、マジックゲート機能び必要な 
データの記録/再生はできません。 

■SD メモ U - 力ード、 miniSD 力ード、 micraSD 力ード、 SDHC 力ードは、蓄作権保護機能 （ CPRM ) に対応しています。 

このバソコンでは 「 M 日 0 CS PLAYER 」 や rSD - JukeboxJ というソフトで SD - Audio 形式でファイルの読み書きを斤うとさに 、 SD メモ 
U — 力ード、 miniSD 力ード、 microSD 力ード、または SDHC 力ードの菁作権イ呆護磯能 （ CPRM ) び有効になりまず。 

「 M 日日 CS PLAYER 」 や fSD - JukeboxJ については次のぺージをご養ください。 

「 M 日 0 CS PLAYE 刊 （ http :// moocs . com /) 

「 SD - Jukebox 」（ http :// 日 anasonic . jp / suDport / software / sdjb / index . html ) 

■マルチメディアカード （ MMC ) やセキュアマルチ y ディアカードには対応していません。 

■ miniSD 力ード、メモ U - スティック Duo 、 メモリースティック PRO Duo 、 または microSD 力ードをお使いの場をは、アダプタび必要に 
なりまず。必ずアダプタにセットしてからお使いください。 

すべての USB 対応周辺機器について動作ずるちのではありません。 

PCI Express xl 6ス□ットは、 CE 已巳 XN , 巳 E 已〇 XN で選択したグラフィックカード専巧です。 

出荷時の構成による測定値です。 

電源 OFF 時の消費電力を回避するには、バソコンの電源プラグをコンセントから振いて < ださい。ディスプレイの電源プラグちコンセントか 
らおいてください。 

エネルギー消費効率とは省エネまで定める測定ちまにより測定した消費電力を省エネまで定める複合理論性能で除したちのです。 


• 2007年度基準で表示しています。 

■カツコ内のアルファベットは、「みは100〇/〇け上20096未満、 AA は2000 / oL 义已〇〇〇/〇未满、 AAA は日000/〇政上」の省エネルギー基準 
達成率であることを示していまず。 

日本語32ビット版。 
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LCD 巧 蔵 スピーカー 


定格入力 

1 W/ch 

出力音圧レベル 

79.已犯 /W dm ) 

再生周波数 

480 Hz 〜 20 kHz 


LAN 機能 

なの表は、有線 LAN の仕様です。無線 LAN の仕様については、なのマニュアルをご覧ください。 


營画 

^『画面で見るマニュアル』 〉〉 p 「002000」で検索 

一「無線 LAN の仕様」 


LAN コント□ーラ 

Intel 社製82已目目 DC 

送受信バッファ用 RAM 

送受信各最大1目 kbyte 

外部インターフェース 

侶08802 -3 1 000 BASE - T /1 00 BASE - TX /1 0 BASE-T 

伝送媒体 

ツイストペアケーブル a 1 ( 1 Gbps : カテづ U 已 E U (上、 

100 Mbps :カテコ’ U 已しソ上、1 0 Mbps :カテコ ’U 3しソ上） 

伝送ち式 

ベースバンド 

アクセスち式 

CSMA/CD 

データ転送速度 

1 Gbps . 100 Mbps 、 1 0 Mbps 

配線形態 

スター型 

セグメント最大長 

100 m 

最大ノード数/セグメント 

八ブ ユニッ トま 2 による 


を1:-1000 Mb 日 S は1000 BASE-T の理論上の最高速度であり、実際の通信速度はお使いの機器やネットワーク環境により変化します。 
■ 1日日日 Mb 阳の通信を行うためには、100日巨 ASE-T に対応した A プび必要となります。また、 LAN ケープルには、1 000 BASE - 
T に対応したエンハンスドカテコ U 已（カテゴリ已 E ) 切上の LAN ケープルを使巧してください。お使いのケープルによっては、正 
しく動作しない場合びあります。その場合はケープルメーカーにお問いをわせください。 

ま2 :ハプユニットとは、1000 BASE - T /100 日 ASE - TX /10 目 ASE-T のコンセントレータです。 


P POINT 

ネットワークのスピードについて 

LAN はネットワークのスピードに自動で対応します。八ブユニットの変更などでネットワークの 
スピードが変更される場合、スピードに対応した適切なデータグレードのケーブルを必ずお使い 
<ださい。 


88 ^ 01 っ-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 

























PS /2 キーボード（ワンタ、;チボタン付、105キー) 


キー配列 

10已キー（テンキー付）+ワンタッチボタン（已ケ）+音量 
調節ボタン （3 ケ）+スタンバイボタン 

インターフエース 

PS /2 インターフェース 

ケーブル長 

約1 .8 m 

外形寸法 (W X D X H ) 

約 396 mm x 約1 70 mm x 約 38 mm (チルト未使用時） 

質量 

約8目0呂（ケーブル含む） 


横スク□—ル機能付 US 己マウス（光学式) 


セレクトスイッチ動作形式 

2押ボタン、1ホイール（左ちチルト動作付） 

インターフエース 

USB 1.1 

ケーブル長 

約1 .8 m 

外形寸法 (W X D X H ) 

約目 2 mm X 約11 7 mm X 約 39 mm 

質量 

約9目呂 



FeliCa ポート 


インターフエース 

USB 1.1 

ケーブル長 

約 70cm 

外形寸法 (W X D X H ) 

約目 0mm X 約 1 日 0mm x 約 11 mm 

質量 

約 60 邑 


その他の仕様 89 



























索引 


B 

Back Space キー . 

c 

Caps Lock / 英数キー . 

CD/DVD. 

CD/DVD ドライブのお手入れ 
CD/DVD 取り出しボタン... 
CPU フアン . 

D 

Delete キー . 

E 

Enter キー . 

Esc 牛一 . 

F 

FeNCa ポート . 

Fn キー . 


IEEE 1394 (DV) 端子 . 

L 

LAN コネクタ . 

LAN (ち線 LAN) 機能 . 

M 

Mute (ミ肖音）ボタン . 

P 

PC 力ードスロット . 

PC 力ード取り出しボタン.. 

S 

Shift キー . 

U 

USB コネクタ . 

あ行 

明るさ調節 . 

アナログ RGB コネクタ _ 

インターネットボタン . 

インレット . 

液晶ディスプレイのお手入れ 
お手入れ . 


音量調節 . 23 

音量調節ボタン . 14 

か行 

力ーソルキー ..14 

拡張スロット . 13 

各部名称 . .7 

— -r —もート . 14 

ー パソコン本体前面 ... 8 

- パソコン本体側面 ... 10 

ーパソコン本体内部 ... 13 

— パソコン本体背面 ... 11 

-ワンタッチボタン . 25 

キーボードコネクタ . ..11 

空白 （Space ) キー . 14 

光学式マウス . 39 

さ行 

サポートボタン . 25 

周辺機器 . 52 

仕様 

- FeHCa ポート . 89 

-LAN 機能 ..88 

— l_CD 内蔵スピーカー . 88 

- PS/2 キーボード . 89 

- USB マウス . 89 

— パソコン本体 . 82 

スーパーマルチドライブ . 8,13 

スタンバイボタン . 14 

た行 

ダイレクトメモリースロット 

(SD メモリーカード、メモリースティック、 

xD- ピクチヤーカード） . 8 

通風孔 . 10,11 

通風孔のお手入れ . 72 

ディスプレイコネクタ . 11 

テンキー . 14 

電源 

—入れる . .17 

一切る . .19 

-切れない場合 . 20 

電源ボタン . .8 

電源ユニット . .13 

電源ランプ . .8 

盗難防止用ロック取り付け巧 . 11 

な行 

内蔵ハードディスク . 13 


90 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 
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は行 

ハードディスク /CD アクセスランプ 
パソコン本体内部のお手入れ.. 

バックアップボタン . 

半を/を角キ ー 

光デジタルオーディオ出力端子 

フラップ . 

フレキシブルベース（設置台）. 

へッドホン端子 . 

ボリュームボタン （+ ). 

ボリュームボタン（一 ）. 

本体カバー . 


ま行 

マイク端子 . 8 

無線 LAN アンテナ . 11 

無線 LAN 機能 . 42 

メール着信ランプ . 8 

メールボタン . 25 

メニユーボタン . 25 

メモリ . 60 

メモリーカード . 33 

メモリスロット .... 13 

ら行 

ラインアウト端子 . 11 

ラインイン端子 . 11 

わ行 

ワンタッチボタン . 14, 25 
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